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第1章
侵略的外来種防除マニュアルの作成にあたって
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１　作成の背景と目的

　侵略的外来種による影響は、生態系、人の生命・身体、農林水産業と多岐にわたり、今や深刻

な社会問題の一つとなっている。また、侵略的外来種は、生物多様性国家戦略において、生物多

様性の重大な脅威の一つに位置付けられている。このような外来種問題への対策として、平成 17

（2005）年には特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（以下、「外来生物法」

という。）が策定され、特に影響のある侵略的外来種を特定外来生物に指定し（156 種類；令和 2

（2020）年 11 月時点）、飼育、栽培、保管、運搬、輸入、販売、野外に放つことなどが原則禁止

された。しかし、特定外来生物の規制だけでは、外来種対策として不十分であり、その後の外来種

問題の深刻化を背景に、平成 27（2015）年に日本における外来種対策の総合戦略である外来種

被害防止行動計画及び我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト（以下、「生態

系被害防止外来種リスト」という。）が作成・公表され、外来種対策の基本的な考え方や国・地方

公共団体などの各主体の役割と行動指針が示されるとともに、対策の必要性が高い侵略的外来種が

示された。

　福岡県では、平成 25（2013）年に策定された福岡県生物多様性戦略の重点プロジェクトの一

つである「侵略的外来種リストの作成」に基づいて、平成 30（2018）年に、福岡県侵略的外来

種リスト 2018 を作成し、県内における対策の優先度が高い侵略的外来種を整理した。また、同

年に策定された福岡県生物多様性戦略第２期行動計画に、重点プロジェクトの一つとして「侵略的

外来種防除マニュアルの作成」を明記し、県の侵略的外来種リストを活用した予防的かつ総合的な

外来種対策に取り組むこととした。

　本マニュアルは、この行動計画に基づき作成するものであり、様々な主体が自主的に外来種防除

を実施できるようにすることを意図している。そのため、防除に関する基本的考え方として、防除

目的や防除実施区域、防除効果の検証などを含めた防除実施計画の作成方法、防除実施時の留意事

項などを概説するとともに（第 2 章）、福岡県で特に対策の優先度が高いと評価された重点対策外

来種 20 種を対象に、生態的特徴や類似種との識別点、防除効果が高いとされている防除手法など

（第 3 章）について総合的に記述するように努めた。

２　生態系被害防止外来種リスト

　生態系被害防止外来種リストは、生態系、人体、農林水産物などへの被害が大きく対策の必要性

が高い外来種を示した国の侵略的外来種リストである。このリストは、特定外来生物のみではなく、

法規制のない外来種を幅広く対象とし、また国外由来の外来種だけでなく国内由来の外来種も対象

とすることで、429 種類（動物 229 種類、植物 200 種類）の侵略的外来種を選定している。

　これらの侵略的外来種は、国内での定着状況や第一次産業における利用状況などを踏まえ、以下

の 3 つに区分されている。

①定着を予防する外来種（定着予防外来種）：101 種類（動物 78 種類、植物 23 種類）

　国内に未定着のものであり、定着した場合に生態系等への被害のおそれがあるため、導入の予防

や水際での監視、野外への逸出・定着の防止、発見した場合の早期防除が必要な侵略的外来種。

②総合的に対策が必要な外来種（総合対策外来種）：310 種類（動物 147 種類、植物 163 種類）

　国内に定着が確認されているものであり、生態系等への被害を及ぼしているまたはそのおそれが

あるため、防除、遺棄・導入・逸出防止等のための普及啓発など総合的に対策が必要な侵略的外来種。



3

　さらに総合対策外来種は、被害の深刻度に加えて、防除手法が開発されている、または開発され

る見込みがあるなどの対策の実行可能性・実効性を評価することで、対策の優先度を決定し、以下

の３つに再区分されている。

 ・緊急対策外来種：50 種類（動物 34 種類、植物 16 種類）

 ・重点対策外来種：110 種類（動物 42 種類、植物 68 種類）

 ・その他の総合対策外来種：150 種類（動物 71 種類、植物 79 種類）

③適切な管理が必要な産業上重要な外来種（産業管理外来種）：18 種類（動物 4 種類、植物 14 種類）

　産業又は公益性において重要で、代替性がなく、その利用にあたっては適切な管理が必要な侵略

的外来種。

３　福岡県侵略的外来種リスト2018

　生態系被害防止外来種リストは、全国的な観点から侵略的外来種を選定したものであるため、各

地方公共団体がそのまま活用するには不十分であり、それぞれの地域性や実状を踏まえた独自の侵

略的外来種リストを作成する必要がある。そこで本県では、本県の地域性や実状を踏まえた福岡県

侵略的外来種リスト 2018 を作成し、生態系被害防止外来種リストに掲載されていない侵略的外

来種も含めて、本県に定着している侵略的外来種 275 種（動物 95 種、植物 180 種）及び本県に

未定着であるが、今後定着して問題になる可能性が高い侵略的外来種 29 種（動物 21 種、植物 8 種）

を選定した。また、本県に定着している侵略的外来種については、対策の実行可能性・実効性など

を評価し、対策の優先度に応じて、以下の３つに区分している。

①重点対策外来種：20 種（動物 10 種、植物 10 種）

　影響・被害は甚大で対策の必要性が高く、対策の実行可能性・実効性が見込めるため、積極的な

防除が必要な侵略的外来種。関係自治体や県民と連携し、防除の実施及び遺棄・導入・逸出防止の

ための普及啓発など総合的に対策を行うことが必要である。

②要対策外来種：139 種（動物 51 種、植物 88 種）

　影響・被害は甚大で対策の必要性が高いものの、対策の実行可能性・実効性が相対的に低いため、

防除についての検討及び遺棄・導入・逸出防止のための普及啓発が必要な侵略的外来種。

③要注意外来種：116 種（動物 34 種、植物 82 種）

　影響・被害は限定的であると考えられるため、遺棄・導入・逸出防止などの普及啓発を中心とし

た対策が必要な侵略的外来種。

　本マニュアルは、本県で最も対策の優先度が高いと評価された重点対策外来種 20 種の防除手法

を提示するものである。以下、重点対策外来種２0 種を示す。

■動物

　アライグマ、チョウセンイタチ（哺乳類）、アカミミガメ（爬虫類）、ウシガエル（両生類）、タ

イリクバラタナゴ、オオクチバス、ブルーギル（魚類）、アメリカザリガニ（甲殻類）、セアカゴケ

グモ、ハイイロゴケグモ（クモ形類）

■植物

　バクヤギク、園芸スイレン、オオフサモ、ブラジルチドメグサ、オオキンケイギク、ミズヒマワ

リ、ナルトサワギク、コウガイセキショウモ、ホテイアオイ、ボタンウキクサ
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　なお、地域によっては、本マニュアルで取り扱っていない要対策外来種や要注意外来種の防除が

必要となることが想定されるが、要対策外来種及び要注意外来種のほとんどの種は、防除に係る科

学的知見が蓄積されていないため、効果的・効率的な防除手法を示すことは困難である。しかし、

本マニュアルにおける外来種防除に関する基本的な考え方は、全ての外来種に適用することが可能

であり、また本マニュアルで提示した防除手法の多くは、様々な外来種に活用することができるも

のである。そのため、要対策外来種及び要注意外来種の防除においては、生態的特性が類似する重

点対策外来種の防除手法を参考とすることで、効果的・効率的な防除を実施することができると考

えられる。



第2章
侵略的外来種の防除に関する基本的考え方
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１　外来種対策を始める前に

　多くの侵略的外来種は、繁殖力が極めて強いことやすでに広域に分布していることから、闇雲な

防除を実施しても思うような効果は得られない。そのため、外来種防除を行う目的や実施区域、実

施体制、方法や期間、防除効果の検証などを含めた外来種防除実施計画を作り、効果的・効率的な

防除を行っていくことが重要である。

（１）目的と目標の明確化

　まず初めに、外来種防除を行うことで最終的に達成しようとしている「目的」を明確にする。目

的は、防除を実施するきっかけとなった経緯や背景、現在起こっている状況やそれに伴う課題など

を整理したうえで、希少種の保護や農作物被害の防止などを具体的に設定する。これらの情報を整

理することによって、防除の必要性を関係者と共有することができ、理解や協力を得やすくなる。

　次に、目的を達成するために必要となる防除活動の内容を検討し、防除実施計画期間中に実現可

能な「目標」を設定する。目標は、侵略的外来種の根絶、低密度化、分布拡大防止などが挙げられ

るが、さらに期間を区切った目標や場所ごとに目標を立てるなど、複数の個別目標を設定すること

で、やるべきことをより明確にすることができる。

（２）実施区域

　実施区域は、限られた資源（資金、時間、労力など）の中で、現実的に実施可能な範囲内で設定

する。限られた防除実施範囲の中で、最大限の防除効果を得るためには、優先度の高い地域を選定

して実施することが重要である。優先度の高い地域は、以下の点から総合的に判断する。

■人への影響・被害が顕著な地域

　口咬によるけが、農作物の食害、建造物の汚損など、人体被害や経済・産業被害、生活環境被害

が深刻な地域が該当する。特に地域住民から強い防除要望がある場合は優先度が高くなる。

■生物多様性保全の観点から重要な地域

　生物多様性が豊かな地域または希少種や地域固有の生物種が生息・生育している地域が該当する。

福岡県侵略的外来種リスト 2018 では、福岡県において「侵略的外来種から特に保全すべき重要

地域」として、自然公園特別保護地区・第一種特別地域、福岡県自然環境保全地域、生物多様性の

観点から重要度の高い湿地（環境省重要湿地）を選定している。

■予防的観点から重要度の高い地域

　侵略的外来種の密度が高い地域や頻繁に水の流出入があるなど、他地域への拡散の危険性が高い

地域などが該当する。また、侵入初期で分布が限定的である侵略的外来種が生息・生育している地

域についても、今後分布が拡大し被害が深刻化しないように優先的に防除する。

　なお、現時点では防除の優先度が低いと判断された地域においても、新たな侵略的外来種の侵入

や生息・生育密度の増加などによって、防除の優先度が上がる可能性があるため、継続的な情報収

集に努めることが望まれる。

（３）実施体制

　防除する外来種の種類や生息・生育状況、防除の目的や目標などによって、必要となる資源（予

算、人材、器材、時間など）は大きく異なる。また、侵略的外来種の防除は、長期間に及ぶことが

想定されるため、関係する自治体や地域で保全活動を行っている団体などに協力を得て、十分な体
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制を整えておく。さらに、事業の各段階で適切な助言を仰げるよう、防除の知識・経験の豊富な専

門家や地域の実状に詳しい有識者にアドバイザーとして参画してもらうことで、効率的な防除に繋

げることができる。

（４）防除計画の作成

　計画期間、防除手法、捕獲・採取した個体の取り扱い方法など、防除に関連する内容について検

討し計画を立てる。

■計画期間

　通常複数年が想定されるため、3 年や 5 年とし、年ごとにおおまかな作業スケジュールを決め

ておく。

■防除手法及び捕獲・採取した個体の取り扱い方法

　使用するわななどの具体的な防除手法、捕獲・採取した個体の処分方法及び処分した個体の廃棄

方法などについて決めておく。殺処分した個体は、食用や堆肥化などへの活用についても検討する

ことが大切である。水生植物を水揚げする場合は、小面積であってもかなりの重量になるため（例

えば、ホテイアオイは 5ton/100m2、オオフサモは 2 ～ 4ton/100m2）、どのように運搬し廃棄処

分するかも重要な検討事項となる。その場で乾燥枯死させる場合は、悪臭が発生する可能性がある

ため、事前に地域住民への承諾を得るなどの配慮が必要である。

（５）防除効果の検証

　防除実施後は、防除効果を検証し、必要に応じて防除実施計画の見直しを行う。

■目標に対する防除効果の検証

　防除前後の分布状況や個体数などの変化を明らかにすることによって、防除効果を検証する。植

物の場合は、移動をしないため、対象地域の生育分布や個体数（株数）を調べることで検証するこ

とができる。一方、動物の場合は、一般的に「単位努力量当たりの捕獲個体数（Catch Per Unit 

Effort: CPUE ）」などの指標を用いて判断する。CPUE は、努力量に対する捕獲個体数の割合（捕

獲個体数／設置したわなの個数×設置日数）として計算される。

　通常、防除を行うと侵略的外来種の生息密度は低下するため、防除を行うたびに CPUE は低下

することとなる。CPUE に変化がない場合や逆に上昇した場合は、防除の効果がないことを示す

ことから、努力量を上げる、または防除方法を見直すことで、防除数を増やす必要がある。

■目的に対する防除効果の検証

　目標を達成している、または達成されつつある場合は、目的に対する改善が見られるかを検証す

る。改善が見られない場合は、まずはその要因を分析する必要がある。例えば、外来種防除を行っ

た結果として、別の侵略的外来種などが急増し、さらに環境が悪化してしまっている場合や侵略的

外来種以外の要因が存在している可能性などが考えられる。要因の分析終了後は、分析結果に基づ

いて、目的を達成するための方策について見直しを行う。

（６）普及啓発

　侵略的外来種の防除活動を継続するためには、地域住民の理解と協力が不可欠である。地域の方々

に外来種防除に関心を持ってもらうためには、侵略的外来種の影響や対策の必要性だけではなく、

防除活動の内容や成果についても、積極的に情報を発信していくことが重要である。併せて、現在

飼育・栽培している外来種は、屋外に放さない・逃がさないことを徹底するように発信していくこ
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とが望まれる。なお、希少種や絶滅危惧種が生息・生育している場合においては、密漁や乱獲を防

止するために、分布に関する情報は公表しないようにするなどの配慮が必要である。

２　侵略的外来種の防除方法

　外来種防除は、予防と駆除に大きく分けられる。

（１）予防

　侵略的外来種が定着し拡大した場合、外来種対策には、多くの費用・時間・労力が必要になるた

め、定着・拡大を未然に防ぐことが、外来種防除にとって最も重要である。これらの予防的防除を

行うには、外来種被害予防三原則「入れない、捨てない、拡げない」を一人一人が厳守することが

重要である。この三原則は、生態系や人間活動に悪影響を及ぼす可能性がある外来種を地域に「入

れない」、ペットとして飼っている動物や観賞用として植えている植物は「捨てない」、一度地域に

定着してしまった外来種はまわりの地域に「拡げない」の３つからなる。

　また、新たに侵入してきた侵略的外来種を早期に発見し、初期防除を行うことも重要である。早

期発見するためには、見慣れない動植物に気づくことができる人々が地域に多数いることが必要不

可欠であり、常日頃から地域の自然をみることの大切さを啓発するとともに、このような人々を地

域で育てていく必要がある。

（２）駆除

　すでに定着してしまった場合は、環境的防除、物理的防除、生物的防除、化学的防除から最適な

方法を選択し、効果的・効率的な防除を行う。防除方法を選択する際には以下のことを考慮する必

要がある。

①社会的、倫理的に受け入れ可能な手段

②対象種及び外来種だけに影響を及ぼし、できる限りそれ以外の種に害を及ぼさない手段

③環境を汚染することなく、農林水産業、家畜などに有害でない手段

④駆除に関する努力量当たりの効果が高い手段

　これらの点を考慮した結果として、多くの場合は、物理的防除が行われている。これらの条件を

満たす生物的防除や化学的防除はあまり多くないが、農業害虫の根絶やアルゼンチンアリの地域根

絶などの成功事例が報告されている。しかし、これらの方法は防除効果が高いが、生態系に不可逆

的影響を及ぼす可能性があるため、これらの条件を満たした上で適切に実施する必要がある。特に

河川や水路などの水域においては、薬剤が流域に拡散し、多くの生物や水質に悪影響を及ぼす可能

性があることから原則として使用を避ける。

３　外来種防除を行う際の留意点

（１）地域住民への配慮

　特に重要な点として、わなの設置に伴う事故の発生防止に取り組む必要がある。箱わななどを設

置する場合は、その周辺で子どもが遊ぶことがないかなど、周辺への安全確保を徹底する必要があ

る。また、事故防止の観点から、設置箇所周辺の民家や周辺農地の所有者など、設置箇所周辺に立

ち入る可能性のある住民に周知を行うとともに、立ち入り防止対策などを講じることが必要である。

　また、近隣住民とのトラブルや苦情がないよう十分に配慮する必要がある。具体的には、不審者
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と間違われないように腕章などをつける、土地の所有者や漁協には、事前に承諾を得ていても防除

実施前に再度連絡を入れる、住民の迷惑になるような駐車やごみの放置は行わないなど、最低限の

マナーを守ることが大切である。

（２）防除に伴う感染症の予防

　侵略的外来種には、感染症を媒介する可能性がある種が多い。例えば、アライグマを介してアラ

イグマ回虫、狂犬病、レプトスピラ症など、カメ類などの爬虫類を介してサルモネラ症を発生する

可能性などがあるため、長袖・長ズボン・手袋の着用や素手で触った際には手洗いを徹底するなど

の対策を取る。

（３）防除実施場所に生息・生育する生物への配慮

　防除実施場所には、防除する侵略的外来種以外にも様々な生物が生息・生育していることから、

これらの生物の生息・生育環境をできる限り破壊しないように注意する。特に希少種や絶滅危惧種

が生息・生育している場合には、これらの種の非繁殖期に防除を実施するなど、繁殖に影響を及ぼ

さないように配慮する。

（４）侵略的外来種の防除の順番

　様々な侵略的外来種が生息・生育していて、それが捕食・被食の関係にある場合は注意が必要で

ある。例えば、オオクチバスとアメリカザリガニが生息している場合、オオクチバスはアメリカザ

リガニの強力な捕食者になるため、オオクチバスを先に駆除するとアメリカザリガニが増加し、在

来の水草が駆逐されてしまうという事例がある。そのため、防除実施場所にどのような侵略的外来

種が生息しているかを事前に把握し、防除の順番を検討することが重要である。

（５）防除を実施する場所の順番

　侵略的外来種の供給源となっている場所がある場合は、その場所から防除を行う。例えば、ブラ

ジルチドメグサなどの侵略的な水生植物は、茎葉の切れ端から再定着することが可能であり、水流

に乗って下流に流れることで分布を拡大している。そのため、供給源となる最上流域の個体から防

除を行うことが効果的である。

（６）地域間の連携

　移動分散能力が高く、すでに広域に分布している侵略的外来種を効果的に防除するためには、地

域間の連携が必要不可欠である。特に、地域が県や市町村をまたぐ場合は、防除活動の役割分担な

どを含めた調整や情報交換を行った上で防除を実施する。また、年 1 回程度は、関係主体が集まり、

進捗状況に応じて防除計画の見直しの場を設けることも大切である。

（７）動物の捕獲及び殺処分における配慮事項

　動物の愛護及び管理に関する法律（動物愛護管理法）では、動物をみだりに殺し、傷つけ、また

は苦しめることのないようにするとされているため、できる限り対象となる動物に苦痛を与えない

方法を取る必要がある。

■錯誤捕獲の防止

　錯誤捕獲は、対象外の動物を衰弱または死亡させる可能性があるため、防止策を講じる必要があ
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る。例えば、わなの設置場所は、目撃情報や被害情報の分析、足跡、糞、食痕などのフィールドサ

インの確認、あるいは侵入経路の把握などにより適切に判断する。また、錯誤捕獲されにくいわな

や餌の種類が明らかとなっている場合は、可能な限りそれを用いる。

■捕獲動物への影響の低減

　わなに捕獲された動物は、真夏の炎天下または冬季の低温などに長時間さらされると、衰弱もし

くは死亡する危険性が非常に高くなる。そのため、以下のような対策が必要である。

○気温への対策

＜夏季＞

 ・わなは、日陰に設置する（箱わなに覆いをかぶせるのも効果あり）

 ・わなは、気温が高くなる日中を避けるなど、設置する時間帯を工夫する

 ・わなは、真夏の時期を避けて設置する

 ・捕獲した水生生物を入れた容器は、日陰や涼しい場所に置く

 ・水生生物を入れた容器は、必要に応じて、酸素欠乏を防ぐためにエアレーションなどを行う

など

＜冬季＞

 ・箱わなの中にわらを敷く

 ・わなは、真冬の時期を避けて設置する

など

○その他の対策

 ・水生生物は、素手で触ったり地面に置いたりしない

 ・水生生物を素手で扱う場合は、手を水で十分に冷やしてから触る

 ・わなは少なくとも１日に１回は確認し、可能な限り見回り頻度を増やす

など

■殺処分時の配慮

　殺処分の方法には、主なものとして薬剤注射、二酸化炭素（炭酸ガス）法、冷凍処理がある。処

分を実施する際には、作業者の安全確保及び過度な精神的負担がかからないように留意する。

○薬剤注射

　麻酔により不動化させた後、さらに麻酔で致死させる二段階麻酔法が用いられている。最も動物

に苦痛を与えない方法とされているが、専門的な資格や知識などが必要であり、獣医師などの専門

技術者を確保する必要があることから、 作業可能日・場所・処理数が制約される。主に哺乳類・鳥

類を対象に実施されている。

○二酸化炭素（炭酸ガス）法

　捕獲個体を収容したわなを密閉式の容器に入れ、炭酸ガスボンベを用いて容器内を二酸化炭素で

充満させることで窒息死させる方法である。数秒から 10 秒程度で意識消失が起こり、その後 10

分程度で死に至る。この方法は、専門的知識や技術を要しないことや捕獲現場でも行うことができ

るため、一般的に用いられている。主に哺乳類・鳥類に実施されている。

○冷凍処理

　捕獲個体を土のう袋などに入れて動かないようにし、－ 20℃で 48 時間程度保管することで凍

死させる方法である。両生類や爬虫類などの変温動物に対しては、冷凍処理が苦痛を伴わない方法

と考えられているが、研究者によって見解は様々であり、今後代替法が検討される可能性がある。

なお、アカミミガメは炭酸ガスへの耐性を持っていることから、冷凍処理が一般的に行われている。
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（８）特定外来生物を防除する際の注意点

　特定外来生物は、外来生物法によって指定された種類であることから、保管や生きたままの運搬

などが原則禁止されており、防除の際には注意が必要である。しかし、以下においては外来生物法

の適用除外となる。

■防除の確認・認定

　防除を行う旨とその実施方法などについて、地方公共団体は主務大臣の確認、民間団体は主務大

臣の認定を受けた場合は、外来生物法の適用除外となる。また、鳥獣保護管理法や自然公園法に基

づく許可申請も不要になるため、円滑な防除が可能となる。

　アライグマの防除に関しては、県内の多くの市町村が防除実施計画書を作成し、環境省の確認を

受けているため、県や各市町村が実施している防除講習を受けて捕獲従事者となることで、防除実

施計画の範囲内において、狩猟免許無しにアライグマの捕獲、運搬が可能になる。

■特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律の規制に係る運用（植物の運搬及び

   保管）

　次の 3 つの条件を満たす場合においては、外来生物法で定めた運搬に当たらないこととして扱

われる。また、これに付随して発生する一時的な保管についても、必要最小限の期間に限ったもの

であり、逸出防止措置等が適切に取られている場合については、保管に該当しないものとして扱わ

れる。

①防除した特定外来生物である植物を処分するために、ごみの焼却施設（最終処分場、収集センター

　等を含む）に運搬する場合 

②落下や種子の飛散等の逸出防止措置が運搬中にとられている場合

③事前に実施する主体、実施する日及び場所などを告知した防除活動である場合

■飼養等の禁止の適用除外

　特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律施行規則には、その他主務省令で定

めるやむを得ない事由として、以下を含む２０の適用除外が定められている。

 ・地方公共団体の職員がその職務の遂行に伴い、緊急に引き取り、処分するために一時的に保管

　又は運搬をするものであること

 ・廃棄物の処理及び清掃に関する法律その他の関係法律及びこれらの規定に基づく命令の規定に

　より行う廃棄物の処理に伴って保管又は運搬をするものであること

 ・鳥獣保護管理法の規定に基づいて捕獲等をした特定外来生物を処分するために一時的に保管又

　は運搬をするものであること

など

（９）必要な許可申請等

　漁業権が設定されている河川については、事前に漁業協同組合と十分相談の上、計画する必要が

ある。また、外来種防除を実施するにあたり、場所、方法等によっては防除を実施することができ

ない場合があるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる。

４　作業時の安全管理

　外来種の防除を行う際には、作業に適した服や帽子などを着用するとともに（図 3）、安全管理

をしっかり行い、けがや事故などがないように細心の注意を払う必要がある。また、けがや事故が
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発生した場合に備えて、保険の加入や緊急時連絡体制の構築、最寄りの病院の事前確認などを行っ

ておくことも重要である。

　作業時に特に気を付けるべき点は、以下の４つである。

（１）日射病・熱中症

　高温多湿の環境に長時間いることによって発症し、発熱

や発汗、けいれんや意識障害などの症状が出る。曇ってい

ても起こり得るので注意が必要であり、帽子の着用や涼し

いところでのこまめな休憩及び水分補給が大切である。

（２）危険生物

■ハチ類

　作業実施場所にハチの巣がないかを事前に確認しておく。

また、ハチに攻撃されやすい黒っぽい服装や香料の強い化

粧品・整髪料の使用を避ける。ハチに遭遇した場合は、振

り払ったり、走って逃げたりせず、その場でしゃがみ、行っ

てしまうのを待つか姿勢を低くしたままゆっくりその場を

離れる。

■マダニの仲間

　長袖・長ズボン・帽子・手袋等を着用し、肌をなるべく露出しない。植物の葉から飛び移ってく

ることもあるため、特に草むらに入った場合には、衣服にダニがいないか確認する。もしも咬まれ

てしまった場合、2 週間以内に発熱が見られると、ダニが媒介する感染症（日本紅斑熱や重症熱性

血小板減少症候群（SFTS）など）にかかっている可能性があるため、すぐに病院を受診する。

■毒ヘビ

　マムシ及びヤマカガシは、誤って踏むなど、人から手を出さない限りは襲ってこないため、草む

らに入るときは、口咬被害防止を図るために、棒などで先を確認しながら進む。また、長靴の着用

も効果的である。夏季は最も活動が活発になるため、特に注意が必要である。

■かぶれを起こす・トゲがある動植物

　かぶれを起こす動植物としてチャドクガ（毛虫）やヤマウルシ（植物）、トゲがある植物として

ノイバラなどが挙げられる。かぶれやけがを防止するためには、近づかない・触らないことが一番

重要であるが、気づかずに触ってしまうこともあるため、なるべく肌を露出しないようにする。

（３）水域での作業

　水域では、足元がしっかり見えなかったり、水流や石に足を取られたりするため、転倒によるけ

がに注意する。また、胴長を着用する場合、転倒して胴長内に水が入ると、起き上がることができ

ずに溺れてしまう事故が発生しているため、必ず複数人で作業をすることやライフジャケットを着

用するなどの対策を取る。

（４）危険な道具の取り扱い

　植物の防除には、鎌などの刃物や刈払機を用いることがあるが、使用方法を誤ると大きなけがに

つながる。特に刈払機を使用する場合は、作業者間の距離を十分に取ることや飛び石などによるけ

がを防ぐために、ヘルメットや保護メガネなどの保護具を装着するなどの対策を取る。

　　　 図 1　作業時の服装の例



第 3 章
福岡県重点対策外来種の防除方法 
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１　防除マニュアルの作成概要

（１）防除マニュアルの対象種

　防除マニュアルの対象種は、福岡県侵略的外来種リスト 2018 において、最も防除の必要性が

高いと評価された重点対策外来種の動物 10 種（アライグマ、チョウセンイタチ、アカミミガメ、

ウシガエル、タイリクバラタナゴ、オオクチバス、ブルーギル、アメリカザリガニ、セアカゴケグ

モ、ハイイロゴケグモ）及び植物 10 種（バクヤギク、園芸スイレン、オオフサモ、ブラジルチド

メグサ、オオキンケイギク、ミズヒマワリ、ナルトサワギク、コウガイセキショウモ、ホテイアオ

イ、ボタンウキクサ）とした。

　また、要対策外来種のギギについては、コラムを掲載した。ギギは、遠賀川水系と豊前海流入河

川に在来個体群、筑後川水系に外来個体群（国内由来の外来種）が水系を隔てて生息している特殊

な事例であり、ギギ（外来個体群）が福岡県レッドデータブック絶滅危惧 IB 類のアリアケギバチ

の生息を脅かしているため、特に啓発の必要性が高い種である。本種の啓発を行うことにより、国

内由来の外来種の認知度を高めること、自然分布域外から遠賀川水系へのギギ（外来個体群）の導

入を防止すること、筑後川水系のギギ（外来個体群）の密度低下または分布拡大防止に向けた防除

活動が促進され、アリアケギバチの保全につながることが期待される。

① ② ③

④

⑤ ⑥

⑦

⑧

⑩⑨

⑪

図２　各種の解説の記載例（アライグマ）
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表１　各種の解説の記載内容　　＊表中の番号は図 2 の番号を示す

①分類 動物は目名・科名、植物は科名を記載
植物の科名は、新エングラー体系に準拠するが、最新の APG 分類体
系で科が変更された種については、APG 分類体系の科名を（　）内
に記載した。

②種名 和名及び学名を記載

③侵略性 国内または海外における侵略的外来種としての評価について、以下
の４つを記載
〇特定外来生物
〇生態系被害防止外来種リストのカテゴリー
〇世界ワースト 100（世界の侵略的外来種ワースト 100）
〇日本ワースト 100（日本の侵略的外来種ワースト 100）
〇福岡県侵略的外来種リスト 2018 のカテゴリー、掲載ページを　
　（　）内に記載

④形態的特徴 外見などの種の形態的な特徴を簡潔に記載

⑤生態的特徴 繁殖特性などの生態的な特徴を簡潔に記載

⑥生息／生育環境 動物では生息環境、植物では生育環境について記載

⑦影響・被害 県内の影響及び被害について簡潔に記載（可能性も含む）

⑧類似種との見分け方 近縁種または誤認されやすい種を選定し、これらの種との識別点を
詳細に記載

⑨防除手法 防除効果が高いと考えられる 1 ～ 3 つの方法を取り上げ、最も効果
的な方法については、作業手順を記載

⑩防除方法の評価 防除効果、費用・労力、その他の 3 項目について、4 段階「◎、○、
△、×」の評価を行い、その理由を記載

⑪防除に適した時期 対象生物を発見・捕獲しやすい時期または繁殖・分散の直前など防
除効果が高い時期を記載

（２）種の解説の概要

　本冊子では、対象種の分類方法や掲載順序は、福岡県侵略的外来種リスト 2018 に準拠した。

種の解説は、原則として各種 2 ページ（バクヤギク、ブラジルチドメグサ、アカミミガメについ

ては 4 ページ）とし、図４及び表４の 11 項目について記載した。防除手法は、最新の科学的知見

及び全国の防除事例などを収集し、一般的に行われている手法、効果的・効率的であるとされる手

法などを取り上げて記載した。なお、本冊子は、一般向けとして作成しているため、重機などを用

いた表土の剥ぎ取りや水草の除去、水草回収船を用いた除去など、公共事業として実施する大規模

な防除内容については含めなかった。また、化学的防除及び生物的防除については、適切に実施さ

れなかった場合、生態系に不可逆的な影響が及ぶ可能性があることから、本冊子では原則として、

取り上げないこととした。

　「各種の解説」の各項目の記載内容を以下に示す。
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動物

アライグマ

ウシガエル

タイリクバラタナゴ

ブルーギル

セアカゴケグモ

チョウセンイタチ

アカミミガメ

オオクチバス

アメリカザリガニ

ハイイロゴケグモ

２　防除マニュアル

撮影／佐々木浩



アライグマ
Procyon lotor (Linnaeus, 1758)

特定外来生物
国：緊急対策外来種

日本ワースト 100
県：重点対策外来種

（リスト p.19）

ネコ目
アライグマ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

在来種（中型哺乳類）との競合、小型動物
の捕食、農作物の食害、建造物の汚損、人
畜共通感染症の媒介の可能性

森林、畑地、水田、湿地、水路、ため池、
市街地

夜行性
雑食性（植物質、脊椎動物、無脊椎動物等）
年 1 回、４～ 6 月に平均 3 ～ 4 頭を出産
野外での寿命は平均 5 年（最長は 15 年程度）
手先が非常に器用

尾はシマシマ模様

足は白っぽい

耳に白い
縁取りがある

眉間に黒い筋模様

頭胴長 42 ～ 60cm
体重      4 ～ 10kg

類似種との見分け方

アライグマ

タヌキ

アナグマ

ハクビシン（外来種；県内未定着）

①顔　：眉間に黒い筋模様
②尾　：シマシマ模様がある
③足跡：5 本の指がはっきり
　　　　している

①筋模様なし ②模様なし ③はっきりしない

①筋模様なし ②模様なし ③はっきりしない

①白い筋模様 ②模様なし ③はっきりしない

① ②

前足 後足

前足 後足

前足 後足

前足 後足

③

防除方法

箱わな
動物の捕獲に最も一般的に使用されるわな。
アライグマ以外の動物が捕獲される可能性が
ある

エッグトラップ
手先の器用さを逆手にとり、
アライグマだけを捕獲する
専用のわな

巣箱型わな
樹洞に巣を作る習性を利用
したわな。IoT を用いて、
遠隔地から捕獲の有無を知
ることも可能

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

△

捕獲効率は高い。ただし、低密度時
は捕獲効率が低くなる

毎日の見回りが必要
餌の補充が必要

他の動物が錯誤捕獲された場合は、
放獣する必要がある

防除効果

費用・労力

その他

△
△

○

◎

捕獲効率は箱わなよりも低いが、箱わ
なに警戒心を持った個体にも有効

毎日の見回りが必要
捕獲個体の回収時に、黒い覆いを被せ
た箱わなが必要

他の動物が混獲される可能性が低い

防除効果

費用・労力

その他

◎
◎

○

◎
×

捕獲効率は箱わなよりも低いが、
低密度時にも有効

餌を必要としない
毎日の見回りが不要

他の動物が混獲される可能性が低い
まだ一般に流通していない

①わなの設置
・出現場所を探して設置
・地面にペグ等で固定
・脱走防止に補強
・餌を入れる

②わなの見回り（毎日）
・必要に応じて餌を補充
・わなの動作をチェック
＊他の動物が捕獲されて

いた場合は放獣する

③捕獲個体の回収と処分
・分厚い皮手袋を着用
・ブルーシート等で覆う
・適切な方法で処分する

POINT 餌には、農作物被害の引き金にな
る可能性があるものは使わない

【寄せ餌・誘導餌】
●砕いたコーン菓子などを薄く広く撒く

【踏ませ餌】
●揚げパンやドーナツなどをしっかり撒く

脱走防止のために後扉を補強する
（捕獲時は前扉も固定する）

踏ませ餌 誘導餌 寄せ餌

＊場所、方法等によっては防除を実施することができない場合がある
　ため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
捕獲効率が最も高いのは春季（4 ～６月）。ただし、雌は警戒心が高くなっている可能性が高い。
秋季や冬季は捕獲効率が低いものの、幼獣の捕獲や定着防止の観点からは重要。

4 月 12 月11 月10 月9 月8 月7 月6 月5 月 1 月 2 月 3 月

・活動活発期
・野外の餌は少ない

・活動活発期
・野外の餌は多い

・活動低調期
・野外の餌は少ない

繁殖期

エ

箱

巣

箱 エ 巣：箱わな、 ：エッグトラップ、 ：巣箱型わな＊
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アライグマ
Procyon lotor (Linnaeus, 1758)

特定外来生物
国：緊急対策外来種

日本ワースト 100
県：重点対策外来種

（リスト p.19）

ネコ目
アライグマ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

在来種（中型哺乳類）との競合、小型動物
の捕食、農作物の食害、建造物の汚損、人
畜共通感染症の媒介の可能性

森林、畑地、水田、湿地、水路、ため池、
市街地

夜行性
雑食性（植物質、脊椎動物、無脊椎動物等）
年 1 回、４～ 6 月に平均 3 ～ 4 頭を出産
野外での寿命は平均 5 年（最長は 15 年程度）
手先が非常に器用

尾はシマシマ模様

足は白っぽい

耳に白い
縁取りがある

眉間に黒い筋模様

頭胴長 42 ～ 60cm
体重      4 ～ 10kg

類似種との見分け方

アライグマ

タヌキ

アナグマ

ハクビシン（外来種；県内未定着）

①顔　：眉間に黒い筋模様
②尾　：シマシマ模様がある
③足跡：5 本の指がはっきり
　　　　している

①筋模様なし ②模様なし ③はっきりしない

①筋模様なし ②模様なし ③はっきりしない

①白い筋模様 ②模様なし ③はっきりしない

① ②

前足 後足

前足 後足

前足 後足

前足 後足

③

防除方法

箱わな
動物の捕獲に最も一般的に使用されるわな。
アライグマ以外の動物が捕獲される可能性が
ある

エッグトラップ
手先の器用さを逆手にとり、
アライグマだけを捕獲する
専用のわな

巣箱型わな
樹洞に巣を作る習性を利用
したわな。IoT を用いて、
遠隔地から捕獲の有無を知
ることも可能

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

△

捕獲効率は高い。ただし、低密度時
は捕獲効率が低くなる

毎日の見回りが必要
餌の補充が必要

他の動物が錯誤捕獲された場合は、
放獣する必要がある

防除効果

費用・労力

その他

△
△

○

◎

捕獲効率は箱わなよりも低いが、箱わ
なに警戒心を持った個体にも有効

毎日の見回りが必要
捕獲個体の回収時に、黒い覆いを被せ
た箱わなが必要

他の動物が混獲される可能性が低い

防除効果

費用・労力

その他

◎
◎

○

◎
×

捕獲効率は箱わなよりも低いが、
低密度時にも有効

餌を必要としない
毎日の見回りが不要

他の動物が混獲される可能性が低い
まだ一般に流通していない

①わなの設置
・出現場所を探して設置
・地面にペグ等で固定
・脱走防止に補強
・餌を入れる

②わなの見回り（毎日）
・必要に応じて餌を補充
・わなの動作をチェック
＊他の動物が捕獲されて

いた場合は放獣する

③捕獲個体の回収と処分
・分厚い皮手袋を着用
・ブルーシート等で覆う
・適切な方法で処分する

POINT 餌には、農作物被害の引き金にな
る可能性があるものは使わない

【寄せ餌・誘導餌】
●砕いたコーン菓子などを薄く広く撒く

【踏ませ餌】
●揚げパンやドーナツなどをしっかり撒く

脱走防止のために後扉を補強する
（捕獲時は前扉も固定する）

踏ませ餌 誘導餌 寄せ餌

＊場所、方法等によっては防除を実施することができない場合がある
　ため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
捕獲効率が最も高いのは春季（4 ～６月）。ただし、雌は警戒心が高くなっている可能性が高い。
秋季や冬季は捕獲効率が低いものの、幼獣の捕獲や定着防止の観点からは重要。

4 月 12 月11 月10 月9 月8 月7 月6 月5 月 1 月 2 月 3 月

・活動活発期
・野外の餌は少ない

・活動活発期
・野外の餌は多い

・活動低調期
・野外の餌は少ない

繁殖期

エ

箱

巣

箱 エ 巣：箱わな、 ：エッグトラップ、 ：巣箱型わな＊
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チョウセンイタチ
Mustela sibirica Pallas, 1773

国：重点対策外来種
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.19）

ネコ目
イタチ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

在来種（特にニホンイタチ）との競合、小型
動物の捕食、農作物の食害、建造物の汚損、
人畜共通感染症の媒介の可能性

森林、畑地、水田、湿地、水路、ため池、　　
市街地

夜行性
雑食性（植物質、脊椎動物、無脊椎動物等）
出産は年 1回（九州では 2回の場合あり）
春季に 5～ 6頭を出産
寿命は短く 2年程度

尾の長さ
雄：16～ 21cm
雌：13～ 16cm

頭胴長
（身体を平面上に伸ばした時の長さ）

雄：28～ 39cm
雌：25～ 31cm

口の周り
は白色

鼻筋と目の
周りは黒色

雌雄で大きさが異なる
　雄：体重 650～ 820g
　雌：体重 360～ 430g

夏毛：暗褐色
冬毛：黄褐色

類似種との見分け方

テン ニホンイタチ

顔と足の色

頭胴長の 50%以上
チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ

夏毛

夏毛

冬毛

冬毛

①目と鼻の周りが黒っぽい ②足は体色と同じ色

①顔全体が黒色か白色 ②足は黒色

尾の長さ

頭胴長の 40%程度

防除方法

箱わな
動物の捕獲に最も一般的に使用されるわな。
チョウセンイタチ以外の動物が捕獲される可
能性がある

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

△

捕獲効率は高い。ただし、低密度時
は捕獲効率が低くなる

毎日の見回りが必要
餌の補充が必要

他の動物が錯誤捕獲された場合は、
放獣する必要がある

①わなの設置
・出現場所を探して設置
・地面にペグ等で固定
・脱走防止に補強
・餌を入れる

②わなの見回り（毎日）
・必要に応じて餌を補充
・わなの動作をチェック
＊他の動物が捕獲されて
いた場合は放獣する

③捕獲個体の回収と処分
・分厚い皮手袋を着用
・ブルーシート等で覆う
・適切な方法で処分する

脱走防止のために後扉を補強する
（捕獲時は前扉も固定する）

踏ませ餌 誘導餌 寄せ餌

【誘引実績のある餌】
●骨付き鶏肉
●鶏肉の唐揚げ
●小麦粉を卵で練りマヨネーズをつけたもの
●インスタントラーメン（6つ切り）にマヨ
　ネーズをつけたもの

【設置場所】
●山道、農道、畑の脇、水路などの細い道
●橋桁や道の交差している場所の周辺
　＊設置前に石の上などに糞があるかを確認
●藁や枯れ枝が積まれている場所の周辺
　＊巣として利用する可能性あり

誤認捕獲の防止をしっかり行うことが重要
　チョウセンイタチは雌雄ともに狩猟鳥獣に指定されているが、ニホンイタチは雄
だけが指定されており、雌は非狩猟鳥獣となっている。ニホンイタチの雌が捕獲さ
れていた場合は、すぐに放獣する必要があるため、チョウセンイタチとニホンイタ
チの識別だけでなく、ニホンイタチの雄と雌をしっかり見分けられるようになるこ
とが重要である。

＊場所、方法等によっては防除を実施することができない場合がある
　ため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
捕獲効率が最も高いのは春季（4～６月）。ただし、雌は警戒心が高くなっている可能性が高い。
秋季や冬季は捕獲効率が低いものの、幼獣の捕獲や定着防止の観点からは重要。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・活動活発期
・野外の餌は少ない

・活動活発期
・野外の餌は多い

・活動低調期
・野外の餌は少ない

箱

繁殖期

箱：箱わな＊
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チョウセンイタチ
Mustela sibirica Pallas, 1773

国：重点対策外来種
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.19）

ネコ目
イタチ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

在来種（特にニホンイタチ）との競合、小型
動物の捕食、農作物の食害、建造物の汚損、
人畜共通感染症の媒介の可能性

森林、畑地、水田、湿地、水路、ため池、　　
市街地

夜行性
雑食性（植物質、脊椎動物、無脊椎動物等）
出産は年 1回（九州では 2回の場合あり）
春季に 5～ 6頭を出産
寿命は短く 2年程度

尾の長さ
雄：16～ 21cm
雌：13～ 16cm

頭胴長
（身体を平面上に伸ばした時の長さ）

雄：28～ 39cm
雌：25～ 31cm

口の周り
は白色

鼻筋と目の
周りは黒色

雌雄で大きさが異なる
　雄：体重 650～ 820g
　雌：体重 360～ 430g

夏毛：暗褐色
冬毛：黄褐色

類似種との見分け方

テン ニホンイタチ

顔と足の色

頭胴長の 50%以上
チ
ョ
ウ
セ
ン
イ
タ
チ

夏毛

夏毛

冬毛

冬毛

①目と鼻の周りが黒っぽい ②足は体色と同じ色

①顔全体が黒色か白色 ②足は黒色

尾の長さ

頭胴長の 40%程度

防除方法

箱わな
動物の捕獲に最も一般的に使用されるわな。
チョウセンイタチ以外の動物が捕獲される可
能性がある

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

△

捕獲効率は高い。ただし、低密度時
は捕獲効率が低くなる

毎日の見回りが必要
餌の補充が必要

他の動物が錯誤捕獲された場合は、
放獣する必要がある

①わなの設置
・出現場所を探して設置
・地面にペグ等で固定
・脱走防止に補強
・餌を入れる

②わなの見回り（毎日）
・必要に応じて餌を補充
・わなの動作をチェック
＊他の動物が捕獲されて
いた場合は放獣する

③捕獲個体の回収と処分
・分厚い皮手袋を着用
・ブルーシート等で覆う
・適切な方法で処分する

脱走防止のために後扉を補強する
（捕獲時は前扉も固定する）

踏ませ餌 誘導餌 寄せ餌

【誘引実績のある餌】
●骨付き鶏肉
●鶏肉の唐揚げ
●小麦粉を卵で練りマヨネーズをつけたもの
●インスタントラーメン（6つ切り）にマヨ
　ネーズをつけたもの

【設置場所】
●山道、農道、畑の脇、水路などの細い道
●橋桁や道の交差している場所の周辺
　＊設置前に石の上などに糞があるかを確認
●藁や枯れ枝が積まれている場所の周辺
　＊巣として利用する可能性あり

誤認捕獲の防止をしっかり行うことが重要
　チョウセンイタチは雌雄ともに狩猟鳥獣に指定されているが、ニホンイタチは雄
だけが指定されており、雌は非狩猟鳥獣となっている。ニホンイタチの雌が捕獲さ
れていた場合は、すぐに放獣する必要があるため、チョウセンイタチとニホンイタ
チの識別だけでなく、ニホンイタチの雄と雌をしっかり見分けられるようになるこ
とが重要である。

＊場所、方法等によっては防除を実施することができない場合がある
　ため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
捕獲効率が最も高いのは春季（4～６月）。ただし、雌は警戒心が高くなっている可能性が高い。
秋季や冬季は捕獲効率が低いものの、幼獣の捕獲や定着防止の観点からは重要。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・活動活発期
・野外の餌は少ない

・活動活発期
・野外の餌は多い

・活動低調期
・野外の餌は少ない

箱

繁殖期

箱：箱わな＊

21



アカミミガメ
Trachemys scripta (Schoepff, 1792)

国：緊急対策外来種
世界ワースト 100
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.19）

カメ目
ヌマガメ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

在来種（カメ類）との競合、水生動植物の捕食・
摂食、農作物の食害、サルモネラ菌感染の可
能性

ため池、池沼、湿地、水路、クリーク、河川水質汚濁に強い
雑食性（植物質、無脊椎動物等）
繁殖期は 4～ 7月
産卵は年に 2～ 3回（最大 5回）
1回に 20個以上の卵を産む
飼育下では 40年程度生きる
大きな個体は攻撃的でかみついてくる

キール（甲羅のでっぱり）は 1本
（ただし、不明瞭な個体もいる）

背甲長（最大値）
雄：20cm
雌：28cm

目のうしろに赤い線

体重（最大値）
雄：1.4kg
雌：2.5kg

類似種との見分け方
アカミミガメ

ニホンイシガメ

クサガメ

ニホンスッポン

①鼻先　　：丸い
②目の後部：赤い線がある
③甲羅背側：キールが中央に 1本
④甲羅腹側：黄色やオレンジ色

①丸い

②赤い線ない ③１本

①丸い
②赤い線ない ③3本

①尖る
②赤い線ない ③なし

④黒い

④黒い

④白い *

① ② ③ ④

雄の成体の中には、
黒化して赤い線が
目立たなくなる個
体もいる

＜黒化個体＞

* 黒や橙色の模様がある個体もいる

防除方法

籠わな
持ち運びや設置が容易であり、最も一般的に
用いられている捕獲方法

日光浴わな
日光浴（甲羅干し）をするカメの習性を利用
して捕獲する方法

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎
△

△

捕獲効率は最も高い
小さい個体の捕獲効率はやや低い

毎日の見回りが必要
餌の補充が必要

混獲された水生生物を放流する必要
がある

①わなの設置
・調査札をつける
・餌を入れて水中に沈める
・流失防止措置をとる

②わなの見回り（毎日）
・必要に応じて餌を補充
＊他の動物が捕獲されて
　いた場合は放流する

③捕獲個体の回収と処分
・軍手等をする
・かみつかれないように注
意する
・適切な方法で処分する

POINT 捕獲された生物が溺死しないよう
に、籠わなの上部を水面から出す

【誘引餌】
●イワシやアジなどの鮮魚
　＊一度に食べられないよう餌袋に入れる

【設置場所】
●岸辺や植生の近く

ビニールタイなどで
開かないように止める

＊サルモネラ症の予防のため、カメを触った後は必ず手を洗う

餌の臭いは下流に流れるため、
わなの入口は下流に向ける

防除効果

費用・労力

その他

◎
◎
△

○
○

×

捕獲効率は高い
小さい個体の捕獲にも有効

見回りは 3～ 4週間に 1回程度
餌は不要
市販品は高価（安価に自作可能）

流れの速い河川等では設置困難

POINT 設置場所を変えながら捕獲効率が
高い場所を探す

岸辺に係留するか、
コンクリートブロッ
ク等を錨として使っ
て、流されないよう
に注意する

＊近くに日光浴できる場所が多いと、わなを利用
　しない可能性が高い

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
活動が活発な春季から秋季（4～ 10月）。特に、繁殖防止の観点からは、繁殖期（４～ 7月）の
捕獲が重要である。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・活動活発期 ・活動低調期（冬眠）

繁殖期

日

籠

籠 日：籠わな、 ：日光浴わな＊
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アカミミガメ
Trachemys scripta (Schoepff, 1792)

国：緊急対策外来種
世界ワースト 100
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.19）

カメ目
ヌマガメ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

在来種（カメ類）との競合、水生動植物の捕食・
摂食、農作物の食害、サルモネラ菌感染の可
能性

ため池、池沼、湿地、水路、クリーク、河川水質汚濁に強い
雑食性（植物質、無脊椎動物等）
繁殖期は 4～ 7月
産卵は年に 2～ 3回（最大 5回）
1回に 20個以上の卵を産む
飼育下では 40年程度生きる
大きな個体は攻撃的でかみついてくる

キール（甲羅のでっぱり）は 1本
（ただし、不明瞭な個体もいる）

背甲長（最大値）
雄：20cm
雌：28cm

目のうしろに赤い線

体重（最大値）
雄：1.4kg
雌：2.5kg

類似種との見分け方
アカミミガメ

ニホンイシガメ

クサガメ

ニホンスッポン

①鼻先　　：丸い
②目の後部：赤い線がある
③甲羅背側：キールが中央に 1本
④甲羅腹側：黄色やオレンジ色

①丸い

②赤い線ない ③１本

①丸い
②赤い線ない ③3本

①尖る
②赤い線ない ③なし

④黒い

④黒い

④白い *

① ② ③ ④

雄の成体の中には、
黒化して赤い線が
目立たなくなる個
体もいる

＜黒化個体＞

* 黒や橙色の模様がある個体もいる

防除方法

籠わな
持ち運びや設置が容易であり、最も一般的に
用いられている捕獲方法

日光浴わな
日光浴（甲羅干し）をするカメの習性を利用
して捕獲する方法

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎
△

△

捕獲効率は最も高い
小さい個体の捕獲効率はやや低い

毎日の見回りが必要
餌の補充が必要

混獲された水生生物を放流する必要
がある

①わなの設置
・調査札をつける
・餌を入れて水中に沈める
・流失防止措置をとる

②わなの見回り（毎日）
・必要に応じて餌を補充
＊他の動物が捕獲されて
　いた場合は放流する

③捕獲個体の回収と処分
・軍手等をする
・かみつかれないように注
意する
・適切な方法で処分する

POINT 捕獲された生物が溺死しないよう
に、籠わなの上部を水面から出す

【誘引餌】
●イワシやアジなどの鮮魚
　＊一度に食べられないよう餌袋に入れる

【設置場所】
●岸辺や植生の近く

ビニールタイなどで
開かないように止める

＊サルモネラ症の予防のため、カメを触った後は必ず手を洗う

餌の臭いは下流に流れるため、
わなの入口は下流に向ける

防除効果

費用・労力

その他

◎
◎
△

○
○

×

捕獲効率は高い
小さい個体の捕獲にも有効

見回りは 3～ 4週間に 1回程度
餌は不要
市販品は高価（安価に自作可能）

流れの速い河川等では設置困難

POINT 設置場所を変えながら捕獲効率が
高い場所を探す

岸辺に係留するか、
コンクリートブロッ
ク等を錨として使っ
て、流されないよう
に注意する

＊近くに日光浴できる場所が多いと、わなを利用
　しない可能性が高い

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
活動が活発な春季から秋季（4～ 10月）。特に、繁殖防止の観点からは、繁殖期（４～ 7月）の
捕獲が重要である。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・活動活発期 ・活動低調期（冬眠）

繁殖期

日

籠

籠 日：籠わな、 ：日光浴わな＊
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アカミミガメの特徴

（１）成長特性
　アカミミガメの幼体は、鮮やか
な緑色で、約 3cm と愛らしい姿
をしている。しかし、成長が早く、
5 年程度で 20cm を超える成体と
なり、くすんだ体色へと変化する。
また、一部の成体の雄は黒化し、
顔の横の赤い線もほとんど目立た
なくなる。
　また、容姿の変化だけではなく、
性格も狂暴性が増してくるといわ
れていて、顔の近くに手を出して
しまうとかまれてしまうおそれが
あるため、注意が必要である。

（２）行動特性－日光浴－
　アカミミガメを含むカメの仲間
は、日光浴（甲羅干し）をする習
性がある。日光浴には、１）体温
を調整する、２）骨や甲羅を作る、
３）寄生虫や病原菌を殺す役割が
あり、生きるために必要不可欠な
行動である。特にアカミミガメは、
日光浴をする傾向が強いとされて
いる。

アカミミガメの特徴及びわなの補足事項

幼体はミドリガメと呼ばれる。顔の赤い線や、腹面の黄色が特徴
の一つである

一部の雄の成体は黒化し、顔の赤い線が見えにくくなるが、完全
に見えなくなることはない

集団で日光浴をしている光景が、様々な場所で見られる

籠わなの種類と捕獲効率

　アカミミガメの捕獲は、一般的
に籠わなが使用されていて、カメ
の捕獲用に改良されたカメもんど
りやカニ籠など、様々な種類の籠
わなが用いられている。
　県が行ったカニ籠と丸形もんど
りを用いた捕獲では、カニ籠の方
が捕獲効率が高い傾向があり、籠
わなの種類によって捕獲効率が異
なる可能性が示唆された。アメリ
カザリガニなどでは、数種類の籠
わなの捕獲効率が比較検討されて
いるが、アカミミガメについては
まだ十分な研究がされているとは
いえないため、今後の研究の進展
が期待される。 籠わなの種類。a) カメもんどり（ドーム型籠）、b) カニ籠、c) 

丸形もんどり、d) アナゴ籠

a) b)

c) d)

籠わな設置時の留意点

　籠わなを用いる場合は、以下の
点に留意して、適切に設置する必
要がある。
①調査札
　トラブル防止のため、調査の目
的や調査期間、連絡先などを記載
した調査札を付ける。
②わなの設置
　捕獲した水生生物が溺死しない
ように、上部は水面から出すよう
に設置する。籠わなの中に、空の
ペットボトルを入れておくと、完
全に沈むのを防ぐことができる。
③餌の設置
　誘引餌は、一度に食べられない
ように餌袋などに入れる。ネット
製のものでは、かみちぎられてし
まうため、穴を空けたプラスチッ
ク容器などがお薦め。
④脱出防止
　籠わなの開閉口は、ビニールタ
イなどで開かないようにする。
⑤籠わなの見回り頻度
　少なくとも１日に１回は回収を
行い、混獲されている水生生物は
すぐに放流する。

調査札を取り付けた後、完全に沈まないように設置する。空のペッ
トボトルを入れて沈まないようにする方法もある

餌袋をかみちぎられたり、開閉口を開けられたりする場合がある
ため、補強するなどの対策が必要不可欠である

カメ類以外にも、魚類や甲殻類など様々な水生生物が捕獲される
ため、回収後は速やかに放流する

　日光浴わなは、カメが日光浴を
する習性を利用したわなで、板の
上に登ってきたカメが網の方に入
水する（ダイブ型）、または、シー
ソーの原理で網の方に強制的に落
とす（シーソー型）ことで捕獲す
るものである。そのため、餌は不
要であることや、網で囲まれた水
の中に落とすだけなので、カメに
与えるストレスやダメージが少な
く、頻繁に捕獲個体を回収する必
要性もないという利点がある。
　一方、周囲に日光浴をする場所
が多い場合は、わなを利用しない
ことが考えられるため、捕獲数が
少ない場合は、設置場所を変えな
がら、捕獲効率の高い場所を探す
作業が必要となる。

日光浴わなの仕組み

シーソー型のわな（左）とシーソー型とダイブ型を組み合わせた
わな（右）

シーソー型は、強制的に落水させるため捕獲効率は高い。ダイブ
型は、反対方向に逃げる可能性があり捕獲効率は相対的に低い

おもりのバラン
スが難しく、捕
獲できるサイズ
が限られる

個体サイズに関
わらず捕獲可能

シーソー型 ダイブ型
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アカミミガメの特徴

（１）成長特性
　アカミミガメの幼体は、鮮やか
な緑色で、約 3cm と愛らしい姿
をしている。しかし、成長が早く、
5 年程度で 20cm を超える成体と
なり、くすんだ体色へと変化する。
また、一部の成体の雄は黒化し、
顔の横の赤い線もほとんど目立た
なくなる。
　また、容姿の変化だけではなく、
性格も狂暴性が増してくるといわ
れていて、顔の近くに手を出して
しまうとかまれてしまうおそれが
あるため、注意が必要である。

（２）行動特性－日光浴－
　アカミミガメを含むカメの仲間
は、日光浴（甲羅干し）をする習
性がある。日光浴には、１）体温
を調整する、２）骨や甲羅を作る、
３）寄生虫や病原菌を殺す役割が
あり、生きるために必要不可欠な
行動である。特にアカミミガメは、
日光浴をする傾向が強いとされて
いる。

アカミミガメの特徴及びわなの補足事項

幼体はミドリガメと呼ばれる。顔の赤い線や、腹面の黄色が特徴
の一つである

一部の雄の成体は黒化し、顔の赤い線が見えにくくなるが、完全
に見えなくなることはない

集団で日光浴をしている光景が、様々な場所で見られる

籠わなの種類と捕獲効率

　アカミミガメの捕獲は、一般的
に籠わなが使用されていて、カメ
の捕獲用に改良されたカメもんど
りやカニ籠など、様々な種類の籠
わなが用いられている。
　県が行ったカニ籠と丸形もんど
りを用いた捕獲では、カニ籠の方
が捕獲効率が高い傾向があり、籠
わなの種類によって捕獲効率が異
なる可能性が示唆された。アメリ
カザリガニなどでは、数種類の籠
わなの捕獲効率が比較検討されて
いるが、アカミミガメについては
まだ十分な研究がされているとは
いえないため、今後の研究の進展
が期待される。 籠わなの種類。a) カメもんどり（ドーム型籠）、b) カニ籠、c) 

丸形もんどり、d) アナゴ籠

a) b)

c) d)

籠わな設置時の留意点

　籠わなを用いる場合は、以下の
点に留意して、適切に設置する必
要がある。
①調査札
　トラブル防止のため、調査の目
的や調査期間、連絡先などを記載
した調査札を付ける。
②わなの設置
　捕獲した水生生物が溺死しない
ように、上部は水面から出すよう
に設置する。籠わなの中に、空の
ペットボトルを入れておくと、完
全に沈むのを防ぐことができる。
③餌の設置
　誘引餌は、一度に食べられない
ように餌袋などに入れる。ネット
製のものでは、かみちぎられてし
まうため、穴を空けたプラスチッ
ク容器などがお薦め。
④脱出防止
　籠わなの開閉口は、ビニールタ
イなどで開かないようにする。
⑤籠わなの見回り頻度
　少なくとも１日に１回は回収を
行い、混獲されている水生生物は
すぐに放流する。

調査札を取り付けた後、完全に沈まないように設置する。空のペッ
トボトルを入れて沈まないようにする方法もある

餌袋をかみちぎられたり、開閉口を開けられたりする場合がある
ため、補強するなどの対策が必要不可欠である

カメ類以外にも、魚類や甲殻類など様々な水生生物が捕獲される
ため、回収後は速やかに放流する

　日光浴わなは、カメが日光浴を
する習性を利用したわなで、板の
上に登ってきたカメが網の方に入
水する（ダイブ型）、または、シー
ソーの原理で網の方に強制的に落
とす（シーソー型）ことで捕獲す
るものである。そのため、餌は不
要であることや、網で囲まれた水
の中に落とすだけなので、カメに
与えるストレスやダメージが少な
く、頻繁に捕獲個体を回収する必
要性もないという利点がある。
　一方、周囲に日光浴をする場所
が多い場合は、わなを利用しない
ことが考えられるため、捕獲数が
少ない場合は、設置場所を変えな
がら、捕獲効率の高い場所を探す
作業が必要となる。

日光浴わなの仕組み

シーソー型のわな（左）とシーソー型とダイブ型を組み合わせた
わな（右）

シーソー型は、強制的に落水させるため捕獲効率は高い。ダイブ
型は、反対方向に逃げる可能性があり捕獲効率は相対的に低い

おもりのバラン
スが難しく、捕
獲できるサイズ
が限られる

個体サイズに関
わらず捕獲可能

シーソー型 ダイブ型
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ウシガエル
Lithobates catesbeianus (Shaw, 1802)

特定外来生物
国：重点対策外来種
世界ワースト 100
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.20）

カエル目
アカガエル科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

在来種（カエル類）との競合、小型動物の
捕食

ため池、池沼、水田、湿地、水路、クリーク、
河川

夜行性で警戒心が強い
肉食性（口に入る大きさは何でも食べる）
6,000 ～ 40,000 個の卵を産む（5～ 9月）
幼体（オタマジャクシ）で越冬する
孵化した翌年の夏に成体になる
野外では 8～ 10年程度生きるとされる

鼓膜が大きい
「ウオーウオー」と牛のような鳴き声

緑色に赤茶色やコゲ茶色
のまだら模様

白色と灰色の
まだら模様

体長：11～ 18cm
体重：139～ 183g

類似種との見分け方

ウシガエル

ニホンアマガエル
シュレーゲルアオガエル

ニホンアカガエル
トノサマガエルなど

ツチガエル
ヌマガエルなど

指先の形 背中の線 背中にイボ

丸い

ない ない

ある

とがる

ある

防除方法

籠わな
持ち運びや設置が容易であり、最も一般的に
用いられている捕獲方法

たも網
卵塊や幼体（オタマジャクシ）を網で除去
することで繁殖を阻害する方法。池干しを
併用することで確実な繁殖防止が可能

釣り
動く物を何でも捕食しようとする性質を利用
した捕獲方法。ワームなどのルアーを近くに
投げて動かすと簡単に釣れる

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

△

捕獲効率は高い

毎日の見回りが必要
餌の補充が必要

混獲された水生生物を放流する必要
がある

防除効果

費用・労力

その他

△

◎
△

△

捕獲は容易で、捕獲効率は高い
成体の捕獲は困難である

多くの労力を要する

池干しは在来種に悪影響がある

防除効果

費用・労力

その他

×

△

○

捕獲効率は低い（熟練度にもよる）

多くの時間を要する

捕獲効率は夜間が最も高い

①わなの設置
・調査札をつける
・餌を入れて水中に沈める
・流失防止措置をとる

②わなの見回り（毎日）
・必要に応じて餌を補充
＊他の水生生物が捕獲され
　ていた場合は放流する

③捕獲個体の回収と処分
・適切な方法で処分する

POINT 捕獲された生物が溺死しないよう
に、上部を水面から出す

【誘引実績のある餌】
●魚肉ソーセージ
　＊一度に食べられないよう餌袋に入れる
●アナゴ籠は餌を入れなくても捕獲可能との
　報告がある

ビニールタイなどで
開かないように止める

＊ウシガエルの鳴き声を再生すると
　雄の捕獲効率が上がる

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる
　

防除に適した時期
繁殖防止の観点から、産卵前に成体の駆除、産卵後に卵塊駆除を行うことが効果的である。また、
幼体の駆除は、動きが遅い冬季に実施することが効果的である。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・活動活発期 ・活動低調期（冬眠）

繁殖期

幼生期

網
籠

釣

幼生期

網

籠 網 釣：籠わな、 ：たも網、 ：釣り＊
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ウシガエル
Lithobates catesbeianus (Shaw, 1802)

特定外来生物
国：重点対策外来種
世界ワースト 100
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.20）

カエル目
アカガエル科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

在来種（カエル類）との競合、小型動物の
捕食

ため池、池沼、水田、湿地、水路、クリーク、
河川

夜行性で警戒心が強い
肉食性（口に入る大きさは何でも食べる）
6,000 ～ 40,000 個の卵を産む（5～ 9月）
幼体（オタマジャクシ）で越冬する
孵化した翌年の夏に成体になる
野外では 8～ 10年程度生きるとされる

鼓膜が大きい
「ウオーウオー」と牛のような鳴き声

緑色に赤茶色やコゲ茶色
のまだら模様

白色と灰色の
まだら模様

体長：11～ 18cm
体重：139～ 183g

類似種との見分け方

ウシガエル

ニホンアマガエル
シュレーゲルアオガエル

ニホンアカガエル
トノサマガエルなど

ツチガエル
ヌマガエルなど

指先の形 背中の線 背中にイボ

丸い

ない ない

ある

とがる

ある

防除方法

籠わな
持ち運びや設置が容易であり、最も一般的に
用いられている捕獲方法

たも網
卵塊や幼体（オタマジャクシ）を網で除去
することで繁殖を阻害する方法。池干しを
併用することで確実な繁殖防止が可能

釣り
動く物を何でも捕食しようとする性質を利用
した捕獲方法。ワームなどのルアーを近くに
投げて動かすと簡単に釣れる

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

△

捕獲効率は高い

毎日の見回りが必要
餌の補充が必要

混獲された水生生物を放流する必要
がある

防除効果

費用・労力

その他

△

◎
△

△

捕獲は容易で、捕獲効率は高い
成体の捕獲は困難である

多くの労力を要する

池干しは在来種に悪影響がある

防除効果

費用・労力

その他

×

△

○

捕獲効率は低い（熟練度にもよる）

多くの時間を要する

捕獲効率は夜間が最も高い

①わなの設置
・調査札をつける
・餌を入れて水中に沈める
・流失防止措置をとる

②わなの見回り（毎日）
・必要に応じて餌を補充
＊他の水生生物が捕獲され
　ていた場合は放流する

③捕獲個体の回収と処分
・適切な方法で処分する

POINT 捕獲された生物が溺死しないよう
に、上部を水面から出す

【誘引実績のある餌】
●魚肉ソーセージ
　＊一度に食べられないよう餌袋に入れる
●アナゴ籠は餌を入れなくても捕獲可能との
　報告がある

ビニールタイなどで
開かないように止める

＊ウシガエルの鳴き声を再生すると
　雄の捕獲効率が上がる

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる
　

防除に適した時期
繁殖防止の観点から、産卵前に成体の駆除、産卵後に卵塊駆除を行うことが効果的である。また、
幼体の駆除は、動きが遅い冬季に実施することが効果的である。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・活動活発期 ・活動低調期（冬眠）

繁殖期

幼生期

網
籠

釣

幼生期

網

籠 網 釣：籠わな、 ：たも網、 ：釣り＊
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タイリクバラタナゴ
Rhodeus ocellatus ocellatus (Kner, 1866)

国：重点対策外来種
日本ワースト 100

県：重点対策外来種
（リスト p.20）

コイ目
コイ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

在来種（タナゴ類）との競合、
在来種（ニッポンバラタナゴ）との交雑

クリーク、水路、ため池、池沼、河川純淡水魚
雑食性（付着藻類や小型の底生動物など）
止水域に生息
繁殖期は３～ 9 月上旬
ヌマガイなどの淡水性二枚貝類に産卵
ニッポンバラタナゴと交雑する
３～ 4 年程度生きる

雄は背びれや尻びれが赤い

青い縦帯がある腹びれの前縁部に
白い線

体長：5 ～ 6cm

側線がある

類似種との見分け方

タイリクバラタナゴ

カネヒラ
セボシタビラ

口ひげ
ない

ある

ヤリタナゴ
アブラボテ

体側の縦帯

ない

ある

ニッポンバラタナゴ
カゼトゲタナゴ

腹びれ
白い線がある

白い線がない

＊県内の近縁種を対象

＊タイリクバラタナゴと
在来のニッポンバラタナ
ゴはしばしば交雑し、外
部形態からの区別は困難
である。形態的には側線
鱗が 6 以上あればタイリ
クバラタナゴ（もしくは
交雑）の可能性が高いが、
近年では遺伝学的な判別
法も開発されていて（西
日本技術開発など）、確
実な同定が可能となって
いる。

防除方法

漁具
投網、たも網・さで網、もんどり・籠わなによっ
て魚類を捕獲する方法

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除効果

費用・労力

その他

△

◎
○

△
×

機動的な捕獲が可能
捕獲数はやや多い

投てき回数に体力的な制限がある

熟練度によって捕獲数に差がでる
水底に流木、岩、植生帯などの障害
物がある場合は実施困難

防除効果

費用・労力

その他

◎

△
○

◎

成魚の捕獲はやや困難
稚魚の捕獲に効果的

少ない労力で実施可能

誰でも実施可能

防除効果

費用・労力

その他

◎
△

◎

◎
△

捕獲数は多い

少ない労力で実施可能
餌が必要

誰でも実施可能
餌や温度によって獲れ方が異なる

投網

たも網
さで網

もんどり
籠わな

POINT

開けた場所や障害物が少ない深みな
どで有用。様々な目合・重さのもの
があり、対象魚種にあわせて選ぶ。
直径 5 ～ 6m ほどのものが使いや
すい。大型の個体を捕獲することが
可能 

色々な環境で使用可能。5.0 ㎜以下
の目合のものを選ぶ。障害物の下流
側に設置して、隠れている個体を足
で追い込んで捕獲する。複数名で小
型個体の群れを挟みうちにして捕獲
することも可能 

障害物の多い場所で有用。中に餌を
いれて用い、入ると出にくい構造に
なっている。設置の仕方によっては
餌無しでも捕獲できる。河川で使用
する場合は口を下流に、池で使用す
る場合は口を岸と並行か沖に向け
る。設置後は半日程度で回収する

①防除の前準備
・適した漁具を選択する

②防除の実施
・漁具で捕獲する
＊混獲された水生生物はす
　ぐに放流する

③捕獲個体の回収と処分
・適切な方法で処分する

網の目合いが細かいと混獲が多くなり作業効
率が下がるため、対象魚の大きさに合わせて
目合いを決める

防除に適した時期
活動期や繁殖期である春季から秋季に防除を実施する。特に、繁殖防止の観点から、繁殖期の 3
～ 8 月が効果的である。

4 月 12 月11 月10 月9 月8 月7 月6 月5 月 1 月 2 月 3 月

・活動活発期 ・活動低調期

繁殖期

漁 漁

漁 ：漁具＊
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タイリクバラタナゴ
Rhodeus ocellatus ocellatus (Kner, 1866)

国：重点対策外来種
日本ワースト 100

県：重点対策外来種
（リスト p.20）

コイ目
コイ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

在来種（タナゴ類）との競合、
在来種（ニッポンバラタナゴ）との交雑

クリーク、水路、ため池、池沼、河川純淡水魚
雑食性（付着藻類や小型の底生動物など）
止水域に生息
繁殖期は３～ 9 月上旬
ヌマガイなどの淡水性二枚貝類に産卵
ニッポンバラタナゴと交雑する
３～ 4 年程度生きる

雄は背びれや尻びれが赤い

青い縦帯がある腹びれの前縁部に
白い線

体長：5 ～ 6cm

側線がある

類似種との見分け方

タイリクバラタナゴ

カネヒラ
セボシタビラ

口ひげ
ない

ある

ヤリタナゴ
アブラボテ

体側の縦帯

ない

ある

ニッポンバラタナゴ
カゼトゲタナゴ

腹びれ
白い線がある

白い線がない

＊県内の近縁種を対象

＊タイリクバラタナゴと
在来のニッポンバラタナ
ゴはしばしば交雑し、外
部形態からの区別は困難
である。形態的には側線
鱗が 6 以上あればタイリ
クバラタナゴ（もしくは
交雑）の可能性が高いが、
近年では遺伝学的な判別
法も開発されていて（西
日本技術開発など）、確
実な同定が可能となって
いる。

防除方法

漁具
投網、たも網・さで網、もんどり・籠わなによっ
て魚類を捕獲する方法

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除効果

費用・労力

その他

△

◎
○

△
×

機動的な捕獲が可能
捕獲数はやや多い

投てき回数に体力的な制限がある

熟練度によって捕獲数に差がでる
水底に流木、岩、植生帯などの障害
物がある場合は実施困難

防除効果

費用・労力

その他

◎

△
○

◎

成魚の捕獲はやや困難
稚魚の捕獲に効果的

少ない労力で実施可能

誰でも実施可能

防除効果

費用・労力

その他

◎
△

◎

◎
△

捕獲数は多い

少ない労力で実施可能
餌が必要

誰でも実施可能
餌や温度によって獲れ方が異なる

投網

たも網
さで網

もんどり
籠わな

POINT

開けた場所や障害物が少ない深みな
どで有用。様々な目合・重さのもの
があり、対象魚種にあわせて選ぶ。
直径 5 ～ 6m ほどのものが使いや
すい。大型の個体を捕獲することが
可能 

色々な環境で使用可能。5.0 ㎜以下
の目合のものを選ぶ。障害物の下流
側に設置して、隠れている個体を足
で追い込んで捕獲する。複数名で小
型個体の群れを挟みうちにして捕獲
することも可能 

障害物の多い場所で有用。中に餌を
いれて用い、入ると出にくい構造に
なっている。設置の仕方によっては
餌無しでも捕獲できる。河川で使用
する場合は口を下流に、池で使用す
る場合は口を岸と並行か沖に向け
る。設置後は半日程度で回収する

①防除の前準備
・適した漁具を選択する

②防除の実施
・漁具で捕獲する
＊混獲された水生生物はす
　ぐに放流する

③捕獲個体の回収と処分
・適切な方法で処分する

網の目合いが細かいと混獲が多くなり作業効
率が下がるため、対象魚の大きさに合わせて
目合いを決める

防除に適した時期
活動期や繁殖期である春季から秋季に防除を実施する。特に、繁殖防止の観点から、繁殖期の 3
～ 8 月が効果的である。

4 月 12 月11 月10 月9 月8 月7 月6 月5 月 1 月 2 月 3 月

・活動活発期 ・活動低調期

繁殖期

漁 漁

漁 ：漁具＊
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オオクチバス
Micropterus salmoides (Lacepède, 1802)

特定外来生物
国：緊急対策外来種
世界ワースト 100
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.20）

スズキ目
サンフィッシュ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

魚類、甲殻類、両生類などの捕食、水産有用
種の食害

河川、ため池、池沼、湖沼、クリーク、水路純淡水魚
どう猛な肉食性（視覚により捕食する）
比較的水質の良い環境を好む
繁殖期は 4～ 6月
礫底に産卵床を形成する
5,000 ～ 43,000 粒を産卵し、雄が卵を保護
最長 10年以上生きる

細かい斑紋が散在
大きくなると不鮮明になる

口が大きい

体長 30～ 50cm

体背部は濃い緑色

腹部は白い

類似種との見分け方

スズキ コクチバス
（外来種；九州では未定着）

体色 口の大きさ

銀白色

緑褐色
　オオクチバスは、特定外来生物であり、
飼育、生きたままの運搬、放流等が禁止
されているが、釣ること及び再放流は禁
止されていない。しかし、自治体によっ
ては、生態系被害防止及び漁業資源保護
の観点から、釣ったオオクチバスの再放
流を条例等で禁止している場合があるこ
とから（14県；令和 3年時点）、各自
で適切に処分する必要がある。
　オオクチバスは、元々、食用目的も兼
ねて導入された魚であり、皮と浮袋の付
け根の脂を取れば、臭みも無く美味とさ
れている。近年では、様々な調理方法も
紹介されていることから、将来的には、
釣ったオオクチバスは締めて持ち帰り、
各自で調理して食べることが当たり前に
なるかもしれない。

キャッチ＆イート

目の後端を
超える

目の後端を
超えない

オ
オ
ク
チ
バ
ス

防除方法

漁具
投網、たも網・さで網、もんどり・籠わな等
によって魚類を捕獲する方法

産卵床破壊・人工産卵床
産卵床に砂や石を被せて破壊するまたは人工
産卵床に産卵させて卵を除去する方法

池干し
池の水を抜いて捕獲する方法。産卵期に干し
上げることで、卵を殺すことも可能

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

△

繁殖阻害効果が大きい

産卵床破壊は頻繁な見回りが必要
人工産卵床の設置は労力を要する

人工産卵床は、砂泥地等の産卵環境が
少ない場所でのみ有効

防除効果

費用・労力

その他

△

◎

△
×

地域根絶が期待される

地域の協力や多くの人員を要する

在来種にも大きな影響が及ぶ
オオクチバスを取り残した場合、在
来種への影響はさらに大きくなる

①防除の前準備
・適した漁具を選択する

②防除の実施
・漁具で捕獲する
＊混獲された水生生物はす
　ぐに放流する

③捕獲個体の回収と処分
・適切な方法で処分する

POINT 網の目合いが細かいと混獲が多くなり作業効率が下がるため、
対象魚の大きさに合わせて目合いを決める

＊漁具の種類や特徴については、タイリクバラタナゴを参照（p.29）

POINT POINT卵は４～５日で孵化するため、産
卵床の確認を頻繁に行う

排水時に逸出しないように注意す
る必要がある

防除効果

費用・労力

その他

△

◎

△

捕獲効率は高い

漁具によって費用・労力は異なる

混獲された水生生物を放流する必要
がある

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
繁殖防止の観点から、春季（４～6月）に成魚の捕獲及び卵の駆除を行うことが効果的である。また、
池干しは在来種への影響が少ない冬季（１2～２月）に行うことが望ましい。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・活動活発期 ・活動低調期

繁殖期

卵
漁

干

漁 卵 干：漁具、 ：産卵床破壊・人工産卵床、 ：池干し＊
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オオクチバス
Micropterus salmoides (Lacepède, 1802)

特定外来生物
国：緊急対策外来種
世界ワースト 100
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.20）

スズキ目
サンフィッシュ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

魚類、甲殻類、両生類などの捕食、水産有用
種の食害

河川、ため池、池沼、湖沼、クリーク、水路純淡水魚
どう猛な肉食性（視覚により捕食する）
比較的水質の良い環境を好む
繁殖期は 4～ 6月
礫底に産卵床を形成する
5,000 ～ 43,000 粒を産卵し、雄が卵を保護
最長 10年以上生きる

細かい斑紋が散在
大きくなると不鮮明になる

口が大きい

体長 30～ 50cm

体背部は濃い緑色

腹部は白い

類似種との見分け方

スズキ コクチバス
（外来種；九州では未定着）

体色 口の大きさ

銀白色

緑褐色
　オオクチバスは、特定外来生物であり、
飼育、生きたままの運搬、放流等が禁止
されているが、釣ること及び再放流は禁
止されていない。しかし、自治体によっ
ては、生態系被害防止及び漁業資源保護
の観点から、釣ったオオクチバスの再放
流を条例等で禁止している場合があるこ
とから（14県；令和 3年時点）、各自
で適切に処分する必要がある。
　オオクチバスは、元々、食用目的も兼
ねて導入された魚であり、皮と浮袋の付
け根の脂を取れば、臭みも無く美味とさ
れている。近年では、様々な調理方法も
紹介されていることから、将来的には、
釣ったオオクチバスは締めて持ち帰り、
各自で調理して食べることが当たり前に
なるかもしれない。

キャッチ＆イート

目の後端を
超える

目の後端を
超えない

オ
オ
ク
チ
バ
ス

防除方法

漁具
投網、たも網・さで網、もんどり・籠わな等
によって魚類を捕獲する方法

産卵床破壊・人工産卵床
産卵床に砂や石を被せて破壊するまたは人工
産卵床に産卵させて卵を除去する方法

池干し
池の水を抜いて捕獲する方法。産卵期に干し
上げることで、卵を殺すことも可能

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

△

繁殖阻害効果が大きい

産卵床破壊は頻繁な見回りが必要
人工産卵床の設置は労力を要する

人工産卵床は、砂泥地等の産卵環境が
少ない場所でのみ有効

防除効果

費用・労力

その他

△

◎

△
×

地域根絶が期待される

地域の協力や多くの人員を要する

在来種にも大きな影響が及ぶ
オオクチバスを取り残した場合、在
来種への影響はさらに大きくなる

①防除の前準備
・適した漁具を選択する

②防除の実施
・漁具で捕獲する
＊混獲された水生生物はす
　ぐに放流する

③捕獲個体の回収と処分
・適切な方法で処分する

POINT 網の目合いが細かいと混獲が多くなり作業効率が下がるため、
対象魚の大きさに合わせて目合いを決める

＊漁具の種類や特徴については、タイリクバラタナゴを参照（p.29）

POINT POINT卵は４～５日で孵化するため、産
卵床の確認を頻繁に行う

排水時に逸出しないように注意す
る必要がある

防除効果

費用・労力

その他

△

◎

△

捕獲効率は高い

漁具によって費用・労力は異なる

混獲された水生生物を放流する必要
がある

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
繁殖防止の観点から、春季（４～6月）に成魚の捕獲及び卵の駆除を行うことが効果的である。また、
池干しは在来種への影響が少ない冬季（１2～２月）に行うことが望ましい。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・活動活発期 ・活動低調期

繁殖期

卵
漁

干

漁 卵 干：漁具、 ：産卵床破壊・人工産卵床、 ：池干し＊
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ブルーギル
Lepomis macrochirus Rafinesque, 1819

特定外来生物
国：緊急対策外来種
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.21）

スズキ目
サンフィッシュ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

水生動植物の捕食・摂食

河川、ため池、クリーク、湖沼、池沼、水路純淡水魚
雑食性（魚類、昆虫類、水生植物など幅広い）
止水域を好む
繁殖期は 5～ 8月（水温 20℃以上で始まる）
礫底に産卵床を形成し、卵保護を行う
産卵数は、21,000 ～ 36,000 粒
最長で 10年程度生きる

えらが紺色

体長 10～ 15cm
（最大 30cm）

背びれの中央付近にへこみはほとんどない

7～ 10本の暗色横帯が入る
大きくなると不鮮明になる

類似種との見分け方

オヤニラミ

ブルーギル

①白い線がある

①額：線はない
②目：黒っぽい
③顔：模様はない

　遺伝子操作で不妊化した雄を池に放流
し繁殖を妨げることで、ブルーギルを根
絶させる試みが計画されている。
　過去には、放射線照射により不妊化し
た害虫を大量放出（不妊虫放飼）し、根
絶に成功した事例は数多く報告されてい
るが（例えば、ミカンコバエなど）、遺
伝子操作事例では、ブラジルで試験的に
行われた蚊の撲滅プロジェクトが失敗に
終わっており、技術的な課題が残されて
いると言える。また、遺伝子操作した生
物を野外に大量放出することの生態系リ
スクも十分な検証がされているとは言え
ない。このように、解決すべき課題は多
く残されているが、外来種対策を爆発的
に加速させる可能性があり、今後のさら
なる研究が期待される。

遺伝子操作による根絶計画

②目は赤い

③放射状の赤い模様

①

②
③

防除方法

漁具
投網、たも網・さで網、もんどり・籠わな等
によって魚類を捕獲する方法

産卵床破壊・人工産卵床
産卵床に砂や石を被せて破壊するまたは人工
産卵床に産卵させて卵を除去する方法

池干し
池の水を抜いて捕獲する方法。産卵期に干し
上げることで、卵を殺すことも可能

防除効果

費用・労力

その他

△

◎

△

捕獲効率は高い

漁具によって費用・労力は異なる

混獲された水生生物を放流する必要
がある

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

△

繁殖阻害効果が大きい

産卵床破壊は頻繁な見回りが必要
人工産卵床の設置は労力を要する

人工産卵床は、砂泥地等の産卵環境が
少ない場所でのみ有効

防除効果

費用・労力

その他

△

◎

△
×

地域根絶が期待される

地域の協力や多くの人員を要する

在来種にも大きな影響が及ぶ
ブルーギルを取り残した場合、在来
種への影響はさらに大きくなる

①防除の前準備
・適した漁具を選択する

②防除の実施
・漁具で捕獲する
＊混獲された水生生物はす
　ぐに放流する

③捕獲個体の回収と処分
・適切な方法で処分する

POINT 網の目合いが細かいと混獲が多く
なり作業効率が下がるため、対象
魚の大きさに合わせて目合いを決
める

＊漁具の種類や特徴については、タイリクバラタナゴを参照（p.29）

POINT POINT

【実績のある漁具】
●遮光かご（もんどりの上部に日光を遮る
　覆いをつけたもの）
　　ブルーギルに有効とされており、一定の
　捕獲量が期待できる

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

卵は 2～ 3日で孵化するため、
1日おき程度の間隔で産卵床の
確認を行う

排水時に逸出しないように注意
する必要がある

防除に適した時期
繁殖防止の観点から、春季（４～8月）に成魚の捕獲及び卵の駆除を行うことが効果的である。また、
池干しは在来種への影響が少ない冬季（１2～２月）に行うことが望ましい。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・活動活発期 ・活動低調期

繁殖期

卵
漁

干

漁 卵 干：漁具、 ：産卵床破壊・人工産卵床、 ：池干し＊
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ブルーギル
Lepomis macrochirus Rafinesque, 1819

特定外来生物
国：緊急対策外来種
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.21）

スズキ目
サンフィッシュ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

水生動植物の捕食・摂食

河川、ため池、クリーク、湖沼、池沼、水路純淡水魚
雑食性（魚類、昆虫類、水生植物など幅広い）
止水域を好む
繁殖期は 5～ 8月（水温 20℃以上で始まる）
礫底に産卵床を形成し、卵保護を行う
産卵数は、21,000 ～ 36,000 粒
最長で 10年程度生きる

えらが紺色

体長 10～ 15cm
（最大 30cm）

背びれの中央付近にへこみはほとんどない

7～ 10本の暗色横帯が入る
大きくなると不鮮明になる

類似種との見分け方

オヤニラミ

ブルーギル

①白い線がある

①額：線はない
②目：黒っぽい
③顔：模様はない

　遺伝子操作で不妊化した雄を池に放流
し繁殖を妨げることで、ブルーギルを根
絶させる試みが計画されている。
　過去には、放射線照射により不妊化し
た害虫を大量放出（不妊虫放飼）し、根
絶に成功した事例は数多く報告されてい
るが（例えば、ミカンコバエなど）、遺
伝子操作事例では、ブラジルで試験的に
行われた蚊の撲滅プロジェクトが失敗に
終わっており、技術的な課題が残されて
いると言える。また、遺伝子操作した生
物を野外に大量放出することの生態系リ
スクも十分な検証がされているとは言え
ない。このように、解決すべき課題は多
く残されているが、外来種対策を爆発的
に加速させる可能性があり、今後のさら
なる研究が期待される。

遺伝子操作による根絶計画

②目は赤い

③放射状の赤い模様

①

②
③

防除方法

漁具
投網、たも網・さで網、もんどり・籠わな等
によって魚類を捕獲する方法

産卵床破壊・人工産卵床
産卵床に砂や石を被せて破壊するまたは人工
産卵床に産卵させて卵を除去する方法

池干し
池の水を抜いて捕獲する方法。産卵期に干し
上げることで、卵を殺すことも可能

防除効果

費用・労力

その他

△

◎

△

捕獲効率は高い

漁具によって費用・労力は異なる

混獲された水生生物を放流する必要
がある

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

△

繁殖阻害効果が大きい

産卵床破壊は頻繁な見回りが必要
人工産卵床の設置は労力を要する

人工産卵床は、砂泥地等の産卵環境が
少ない場所でのみ有効

防除効果

費用・労力

その他

△

◎

△
×

地域根絶が期待される

地域の協力や多くの人員を要する

在来種にも大きな影響が及ぶ
ブルーギルを取り残した場合、在来
種への影響はさらに大きくなる

①防除の前準備
・適した漁具を選択する

②防除の実施
・漁具で捕獲する
＊混獲された水生生物はす
　ぐに放流する

③捕獲個体の回収と処分
・適切な方法で処分する

POINT 網の目合いが細かいと混獲が多く
なり作業効率が下がるため、対象
魚の大きさに合わせて目合いを決
める

＊漁具の種類や特徴については、タイリクバラタナゴを参照（p.29）

POINT POINT

【実績のある漁具】
●遮光かご（もんどりの上部に日光を遮る
　覆いをつけたもの）
　　ブルーギルに有効とされており、一定の
　捕獲量が期待できる

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

卵は 2～ 3日で孵化するため、
1日おき程度の間隔で産卵床の
確認を行う

排水時に逸出しないように注意
する必要がある

防除に適した時期
繁殖防止の観点から、春季（４～8月）に成魚の捕獲及び卵の駆除を行うことが効果的である。また、
池干しは在来種への影響が少ない冬季（１2～２月）に行うことが望ましい。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・活動活発期 ・活動低調期

繁殖期

卵
漁

干

漁 卵 干：漁具、 ：産卵床破壊・人工産卵床、 ：池干し＊
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アメリカザリガニ
Procambarus clarkii (Girard, 1852)

国：緊急対策外来種
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.21）

十脚目
アメリカザリガニ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

水生動植物の捕食・摂食、イネの食害

水田、湿地、水路、クリーク、ため池、
池沼、河川

高水温や水質汚濁などに強い
雑食性（水生動植物を幅広く捕食・摂食）
止水域を好むが、流水域にも生息する
繁殖期は、春または秋（2回繁殖する場合有）
産卵数は最大 600粒
孵化後、体長 8mmになるまで保護を行う
寿命は約 4年

甲羅は
赤色や茶色

太くてブツブツがある

体長 10～ 15cm

＊本県にはザリガニの仲間であるニホンザリガニ（在来種）や
　ウチダザリガニ（外来種）は生息していない

類似種との見分け方

アメリカザリガニ テナガエビ

スジエビ

①角にトゲ：ない
②甲羅の色：赤色や茶色
③ハサミ足：太くてブツブツ

①トゲあり ②茶色 ③細くて長い

①トゲあり ②透明 ③細くて長い

① ② ③

防除方法

籠わな
持ち運びや設置が容易であり、最も一般的に
用いられている捕獲方法

人工巣穴
塩ビパイプを人工巣穴
として用いて捕獲する
方法

連続捕獲装置
自動給餌器と 2段積みの捕獲
籠をつなげることで連続捕獲
を可能にした方法

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

△

捕獲効率は高い

毎日の見回りが必要
餌の補充が必要

混獲された水生生物を放流する必要が
ある

防除効果

費用・労力

その他

◎

△
◎

◎
△

捕獲できる数は少ない
水深の浅い場所でも使用可能

餌は不要

混獲の可能性は低い
塩ビパイプのサイズによって、捕獲
できる個体サイズが異なる

防除効果

費用・労力

その他

△
○

◎

×

捕獲効率は高い

装置の作成費用がかかる
回収は 1週間に 1回程度

一般に流通していない
＊シナイモツゴの会が開発

①わなの設置
・わなに調査札をつける
・餌を入れて水中に沈める
・流失防止措置を取る

②わなの見回り（毎日）
・必要に応じて餌を補充
＊他の水生生物が捕獲され
　ていた場合は放流する

③捕獲個体の回収と処分
・適切な方法で処分する

POINT 捕獲された水生生物が溺死しない
ように、上部を水面から出す

【誘引餌】
●練り餌が誘引効果が高い

【籠わなの捕獲効率】
●ドーム型籠は捕獲効率が最も高いが
　カニ籠は捕獲効率が低い

ビニールタイなどで
開かないように止める

餌の臭いは下流に流れるため、
わなの入口は下流に向ける

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
活動が活発である 4～ 11月。繁殖防止の観点からは、特に繁殖期（４～５月と 10～ 11月）の
捕獲が最も効果的である。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・活動活発期 ・活動低調期

繁殖期

穴

籠

装

繁殖期

巣

籠

籠 穴 装：籠わな、 ：人工巣穴、 ：連続捕獲装置＊
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アメリカザリガニ
Procambarus clarkii (Girard, 1852)

国：緊急対策外来種
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.21）

十脚目
アメリカザリガニ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

水生動植物の捕食・摂食、イネの食害

水田、湿地、水路、クリーク、ため池、
池沼、河川

高水温や水質汚濁などに強い
雑食性（水生動植物を幅広く捕食・摂食）
止水域を好むが、流水域にも生息する
繁殖期は、春または秋（2回繁殖する場合有）
産卵数は最大 600粒
孵化後、体長 8mmになるまで保護を行う
寿命は約 4年

甲羅は
赤色や茶色

太くてブツブツがある

体長 10～ 15cm

＊本県にはザリガニの仲間であるニホンザリガニ（在来種）や
　ウチダザリガニ（外来種）は生息していない

類似種との見分け方

アメリカザリガニ テナガエビ

スジエビ

①角にトゲ：ない
②甲羅の色：赤色や茶色
③ハサミ足：太くてブツブツ

①トゲあり ②茶色 ③細くて長い

①トゲあり ②透明 ③細くて長い

① ② ③

防除方法

籠わな
持ち運びや設置が容易であり、最も一般的に
用いられている捕獲方法

人工巣穴
塩ビパイプを人工巣穴
として用いて捕獲する
方法

連続捕獲装置
自動給餌器と 2段積みの捕獲
籠をつなげることで連続捕獲
を可能にした方法

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

△

捕獲効率は高い

毎日の見回りが必要
餌の補充が必要

混獲された水生生物を放流する必要が
ある

防除効果

費用・労力

その他

◎

△
◎

◎
△

捕獲できる数は少ない
水深の浅い場所でも使用可能

餌は不要

混獲の可能性は低い
塩ビパイプのサイズによって、捕獲
できる個体サイズが異なる

防除効果

費用・労力

その他

△
○

◎

×

捕獲効率は高い

装置の作成費用がかかる
回収は 1週間に 1回程度

一般に流通していない
＊シナイモツゴの会が開発

①わなの設置
・わなに調査札をつける
・餌を入れて水中に沈める
・流失防止措置を取る

②わなの見回り（毎日）
・必要に応じて餌を補充
＊他の水生生物が捕獲され
　ていた場合は放流する

③捕獲個体の回収と処分
・適切な方法で処分する

POINT 捕獲された水生生物が溺死しない
ように、上部を水面から出す

【誘引餌】
●練り餌が誘引効果が高い

【籠わなの捕獲効率】
●ドーム型籠は捕獲効率が最も高いが
　カニ籠は捕獲効率が低い

ビニールタイなどで
開かないように止める

餌の臭いは下流に流れるため、
わなの入口は下流に向ける

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
活動が活発である 4～ 11月。繁殖防止の観点からは、特に繁殖期（４～５月と 10～ 11月）の
捕獲が最も効果的である。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・活動活発期 ・活動低調期

繁殖期

穴

籠

装

繁殖期

巣

籠

籠 穴 装：籠わな、 ：人工巣穴、 ：連続捕獲装置＊
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セアカゴケグモ
Latrodectus hasselti Thorell, 1870

特定外来生物
国：緊急対策外来種
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.21）

クモ目
ヒメグモ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

人体被害（神経毒）、在来種（クモ類）と競合
の可能性、在来種の捕食

市街地、海岸埋立地雌は有毒（神経毒；α-ラトロトキシン）
肉食性（多様な昆虫類）
生涯に 7～ 8個の卵のうを産出
卵のう１つあたり数十～ 200個の卵を含む

■両種に共通の特徴

3～ 4mm

腹部背面は
黒色で赤い模様

腹部
・雌は球形
・雄はやや細長い

①腹部腹面の模様

卵のう
10～ 15mm

雌

雄

12～ 15mm 雌雄ともに赤い砂
時計の模様がある

類似種との見分け方

ヨコヅナサシガメ
（外来種）

脚の数

6本

8本

ゴホントゲザトウムシ
+タカラダニ

頭と腹
分かれる

分かれない

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

体の色
黒色

茶色か灰色

ハイイロゴケグモ

腹面の模様
砂時計

ない

ジョロウグモ
オオヒメグモなど

ハイイロゴケグモ
Latrodectus geometricus Koch, 1841

特定外来生物
国：緊急対策外来種
県：重点対策外来種
（リスト p.22）

クモ目
ヒメグモ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

人体被害（神経毒）、在来種（クモ類）と競合
の可能性

市街地、海岸埋立地雌は有毒（神経毒；α-ラトロトキシン）
肉食性（多様な昆虫類）
1回の交尾で 18～ 30個の卵のうを産出
卵のう１つあたり 70～ 90個の卵を含む

卵のうにトゲがある

腹部背面は茶色、灰色、
黒色と個体差が大きい
斑紋の大きさや形も同様

②クモの巣の形

雌

雄

不規則網

2.5 ～ 4mm

7～ 10mm

マダラヒメグモ

アシダカグモ

コゲチャオニグモ

誤認されたことがある種

オオヒメグモ

ジョロウグモゴホントゲザトウムシヨコヅナサシガメ

タカラダニ

ヤマトコノハグモ

タカラダニ
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セアカゴケグモ
Latrodectus hasselti Thorell, 1870

特定外来生物
国：緊急対策外来種
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.21）

クモ目
ヒメグモ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

人体被害（神経毒）、在来種（クモ類）と競合
の可能性、在来種の捕食

市街地、海岸埋立地雌は有毒（神経毒；α-ラトロトキシン）
肉食性（多様な昆虫類）
生涯に 7～ 8個の卵のうを産出
卵のう１つあたり数十～ 200個の卵を含む

■両種に共通の特徴

3～ 4mm

腹部背面は
黒色で赤い模様

腹部
・雌は球形
・雄はやや細長い

①腹部腹面の模様

卵のう
10～ 15mm

雌

雄

12～ 15mm 雌雄ともに赤い砂
時計の模様がある

類似種との見分け方

ヨコヅナサシガメ
（外来種）

脚の数

6本

8本

ゴホントゲザトウムシ
+タカラダニ

頭と腹
分かれる

分かれない

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ

体の色
黒色

茶色か灰色

ハイイロゴケグモ

腹面の模様
砂時計

ない

ジョロウグモ
オオヒメグモなど

ハイイロゴケグモ
Latrodectus geometricus Koch, 1841

特定外来生物
国：緊急対策外来種
県：重点対策外来種
（リスト p.22）

クモ目
ヒメグモ科

生態的特徴

影響・被害

生息環境

人体被害（神経毒）、在来種（クモ類）と競合
の可能性

市街地、海岸埋立地雌は有毒（神経毒；α-ラトロトキシン）
肉食性（多様な昆虫類）
1回の交尾で 18～ 30個の卵のうを産出
卵のう１つあたり 70～ 90個の卵を含む

卵のうにトゲがある

腹部背面は茶色、灰色、
黒色と個体差が大きい
斑紋の大きさや形も同様

②クモの巣の形

雌

雄

不規則網

2.5 ～ 4mm

7～ 10mm

マダラヒメグモ

アシダカグモ

コゲチャオニグモ

誤認されたことがある種

オオヒメグモ

ジョロウグモゴホントゲザトウムシヨコヅナサシガメ

タカラダニ

ヤマトコノハグモ

タカラダニ
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防除方法

殺虫スプレー
市販の殺虫スプレーを吹きかけて駆除する
方法

火炎放射器
市販のガスバーナーを用いて焼却駆除する
方法

防除効果

費用・労力

その他

◎
△

◎
×

△
△

成体の防除効果は高い
卵のうには効果はない

作業は非常に容易である
巣を探すことに労力を要する

咬まれないように注意する必要がある
巣の場所によっては使用に注意が必要

①防除の前準備
・肌を出さない（手袋や靴

下の着用を徹底する）

②防除の実施
・巣全体に殺虫スプレーを

かける
・卵のうは踏みつぶす

③防除個体の処分
・割りばしを用いて、成体、

巣、卵のうをビニール袋
に入れる

・適切に処分する

POINT 動かなくなっても完全に死んでいない可能性があるため、
素手では絶対に触らない

防除効果

費用・労力

その他

◎
△

◎

△
△
×

防除効果は高い

作業は非常に容易である
巣を探すことに労力を要する

火傷に注意する必要がある
火事の危険性がある
巣の場所によっては使用不可

①防除の前準備
・肌を出さない（手袋や靴

下の着用を徹底する）

②防除の実施
・巣全体を火炎放射器で 
  焼く

＊ガスバーナーの取り扱い
には十分に注意する

POINT 火災を引き起こす可能性がある場所では使用しない

＊市販の殺虫スプレーは安全性が高いとされているが、人やペット、遊具等にかからないように
することや使用しすぎないなどの配慮が必要である。特に、化学物質の影響を受けやすい子ど
もや妊婦がいる場所では注意する。

＊場所、方法等によっては防除を実施することができない場合がある
　ため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
幼体が孵化して散らばる前に駆除することが重要であり、春季の駆除が最も効果的である。ただし、
駆除は通年可能であり、見つけ次第駆除するのが望ましい。

4 月 12 月11 月10 月9 月8 月7 月6 月5 月 1 月 2 月 3 月

・活動活発期 ・活動低調期

繁殖期

殺

炎

　口咬被害を防ぐためには、ゴケグモ類が生息している環境を知り、不用意に触ってしまうこと
を避けることが重要である。また、屋外作業をする際には、手袋や靴下を着用し肌を露出しない
ようにする。

　物かげになるせまいところ、温かいところに巣を作る。家のまわりや公園などでよく発見され
る場所として、以下のものが挙げられる。

生息場所

殺 炎：殺虫スプレー、 ：火炎放射器＊

口咬被害防止方法

＜初期症状＞
・針で刺したような痛み
・赤く腫れる

＜重症化した場合＞
30 分から 2 時間後
・息苦しさ　・発汗
・吐き気　　・血圧上昇

＊重症化することはまれである
が、小さな子どもや高齢者、ア
レルギー体質の方は注意が必要

　１）主な症状

咬まれてしまった場合

＜初期症状の場合＞
・咬まれた部分を水で洗う
・氷で冷やす
・様子を見ながら病院に

行く

＜重症化した場合＞
・全身に症状がでた場合は

すぐに救急車を呼ぶ

POINT クモを殺して持って行くか写真を撮って行くことで、
適切な治療を受けることができる

　２）咬まれた時の措置

１）腹側を撮影 3）ピントを確実に合わせる
＊大きく撮るよりも、ピントを合わせることを優先

ゴケグモ類疑い種の写真の撮り方

2）大きさが分かる
　  ものを入れる
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防除方法

殺虫スプレー
市販の殺虫スプレーを吹きかけて駆除する
方法

火炎放射器
市販のガスバーナーを用いて焼却駆除する
方法

防除効果

費用・労力

その他

◎
△

◎
×

△
△

成体の防除効果は高い
卵のうには効果はない

作業は非常に容易である
巣を探すことに労力を要する

咬まれないように注意する必要がある
巣の場所によっては使用に注意が必要

①防除の前準備
・肌を出さない（手袋や靴

下の着用を徹底する）

②防除の実施
・巣全体に殺虫スプレーを

かける
・卵のうは踏みつぶす

③防除個体の処分
・割りばしを用いて、成体、

巣、卵のうをビニール袋
に入れる

・適切に処分する

POINT 動かなくなっても完全に死んでいない可能性があるため、
素手では絶対に触らない

防除効果

費用・労力

その他

◎
△

◎

△
△
×

防除効果は高い

作業は非常に容易である
巣を探すことに労力を要する

火傷に注意する必要がある
火事の危険性がある
巣の場所によっては使用不可

①防除の前準備
・肌を出さない（手袋や靴

下の着用を徹底する）

②防除の実施
・巣全体を火炎放射器で 
  焼く

＊ガスバーナーの取り扱い
には十分に注意する

POINT 火災を引き起こす可能性がある場所では使用しない

＊市販の殺虫スプレーは安全性が高いとされているが、人やペット、遊具等にかからないように
することや使用しすぎないなどの配慮が必要である。特に、化学物質の影響を受けやすい子ど
もや妊婦がいる場所では注意する。

＊場所、方法等によっては防除を実施することができない場合がある
　ため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
幼体が孵化して散らばる前に駆除することが重要であり、春季の駆除が最も効果的である。ただし、
駆除は通年可能であり、見つけ次第駆除するのが望ましい。

4 月 12 月11 月10 月9 月8 月7 月6 月5 月 1 月 2 月 3 月

・活動活発期 ・活動低調期

繁殖期

殺

炎

　口咬被害を防ぐためには、ゴケグモ類が生息している環境を知り、不用意に触ってしまうこと
を避けることが重要である。また、屋外作業をする際には、手袋や靴下を着用し肌を露出しない
ようにする。

　物かげになるせまいところ、温かいところに巣を作る。家のまわりや公園などでよく発見され
る場所として、以下のものが挙げられる。

生息場所

殺 炎：殺虫スプレー、 ：火炎放射器＊

口咬被害防止方法

＜初期症状＞
・針で刺したような痛み
・赤く腫れる

＜重症化した場合＞
30 分から 2 時間後
・息苦しさ　・発汗
・吐き気　　・血圧上昇

＊重症化することはまれである
が、小さな子どもや高齢者、ア
レルギー体質の方は注意が必要

　１）主な症状

咬まれてしまった場合

＜初期症状の場合＞
・咬まれた部分を水で洗う
・氷で冷やす
・様子を見ながら病院に

行く

＜重症化した場合＞
・全身に症状がでた場合は

すぐに救急車を呼ぶ

POINT クモを殺して持って行くか写真を撮って行くことで、
適切な治療を受けることができる

　２）咬まれた時の措置

１）腹側を撮影 3）ピントを確実に合わせる
＊大きく撮るよりも、ピントを合わせることを優先

ゴケグモ類疑い種の写真の撮り方

2）大きさが分かる
　  ものを入れる
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　ナマズ目ギギ科の淡水魚であるギギは、

琵琶湖淀川水系以西の本州、四国、九州北

東部に自然分布している。福岡県内では響

灘に面した遠賀川水系及び豊前海に面し

た今川水系から山国川水系にかけての諸

水系にみられる。また、博多湾流入河川や

有明海流入河川には近縁の別種アリアケ

ギバチが自然分布している。つまり本県

はギギ科のギギとアリアケギバチの自然

分布の境界線があるという珍しい地域に

なっている。

　ところが、アリアケギバチの自然分布域

である筑後川水系では、2008 年頃から人

為的な放流に由来するギギが確認され始

め、現在では広く定着していることが確認

されている。その一方で在来種アリアケギバチは著しく減少しており、筑後川本流ではほ

ぼ絶滅し、多くみられる場所は堰で下からの移動が妨げられている支流の上流側に限られ

るようになっている。このことから、近縁の外来種であるギギとの間で何らかの競合が起

こっているものと考えられる。実際に熊本県の球磨川水系では、外来種であるギギの定着

後に在来種であるアリアケギバチが絶滅したことが知られており、同様の現象が筑後川水

系でも生じることが危惧されている。

　福岡県では自然分布域のギギは減少しており、福岡県レッドデータブックでは準絶滅危

惧に選定されている。つまり同一県内でありながら、東部では在来種として保全対象に、

筑後川水系では侵略的な外来種として駆除対象にあるという複雑な状況にある。筑後川に

おける外来種ギギの対策を進めるとともに、新たな外来種問題が生じないよう、今後は河

川域での魚類の放流はより慎重にしていく必要がある。

コラム「筑後川に定着した国内由来の外来種ギギ」
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図３　ギギ（上）とアリアケギバチ（下）
　いずれも筑後川水系産。ギギは尾鰭が深く
切れ込み頭部がとがるが、アリアケギバチで
は尾鰭はあまり切れ込まず頭部は丸い

図４　2010 年以前と 2011 年
以降における福岡県内の筑後
川水系におけるギギ（左）と
アリアケギバチ（右）の分布
状況の変化
　福岡県保健環境研究所及び
九州大学農学研究院の鬼倉徳
雄教授、西野将也氏、福岡工
業大学社会環境学部の乾 隆帝
准教授の調査データに基づい
て作成
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バクヤギク
Carpobrotus edulis (L.) N.E.Br

国：重点対策外来種
県：重点対策外来種
（リスト p.22）

ハマミズナ科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種（海浜植物）との競合、小砂丘の形成
による生育・生息環境の悪化

海岸砂浜、海岸岩上、堤防多年生の陸生植物
多肉植物で耐塩性と耐乾性が強い
分枝しながら地表をはいマット状に生育
葉がついた節が砂に埋まると発根する
福岡県では種子は未確認

花色　：桃色
大きさ：5～ 9cm
花期　：3～ 5月

葉は多肉質で三稜形
長さ：5～ 12cm
幅　：8～ 12mm

節（葉が出ている場所）が
土や砂に埋まると根が出る

茎の太さは 5～ 7mm

縁に微小な鋸歯
（ギザギザ）がある

類似種との見分け方

バクヤギク

マツバギク
（外来種；県内未定着）

葉の形

三稜形
表面は滑らか

円筒形
全面に突起

タイトゴメ
ハママツナなど

葉のつき方

互生

対生

C. chilensis
（流通名：バクヤギク）

花の大きさ

直径5cm以上

直径 5cm未満

＊バクヤギクは、
C. chilensisの流通名とし
ても使われている。本県
に定着しているものは、
形態的特徴から C. edulis
と考えられるが、この仲
間は雑種を作りやすいこ
とから、今後、雑種の可
能性も含めて、分類学的
な検証が必要と考えられ
る（p.44 参照）。

防除方法

刈り取り
鎌や刈払機で地上部を除去する方法。大面積
の防除に適している

①防除の実施
・根元から刈り取る

②防除個体の処分
・防除個体を袋に入れて、　
逸出防止措置をとる

・適切に処分する

③定期的なモニタリング
・再生個体の有無をモニタ
リングし適宜駆除する

抜き取り
手で地下部ごと引き抜いて除去する方法。確
実な防除効果が期待できるが、労力を要する
ため、小面積の防除に適した方法

①防除の準備
・１～ 2ｍ幅で切断

②防除の実施
・丸めながら根茎を引き抜
く

③防除個体の処分
・適切な方法で処分する

POINT 切断部位が再定着する可能性があるため
翌年に再定着の有無を確認する

＊バクヤギクの葉は塩分を含んでおり、使用した鎌や刈払機などは錆びやすくなるため
　作業終了後はすぐに水洗いした方がよい

防除効果

費用・労力

その他

○
◎

○

－

高い防除効果が期待できるが、断片
から再定着する可能性あり

少ない労力で実施できる
大面積の防除に適している

特になし

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

－

高い防除効果が期待できる

多大な労力を必要とする
小面積の防除に適している

特になし

POINT マットを丸めるようにすると
根茎を効率的に引き抜くことができる

1～ 2m

＊場所、方法等によっては防除を実施することができない場合がある
　ため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
秋季から冬季。成長が鈍化した時期の防除が効率的である。また、冬季は在来種の地上部がほと
んど枯れ落ちているため、刈り取りによる在来種への影響が少ない。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・成長は活発 ・成長は鈍化

開花

抜

刈

開花

刈 抜：刈り取り、 ：抜き取り＊
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バクヤギク
Carpobrotus edulis (L.) N.E.Br

国：重点対策外来種
県：重点対策外来種
（リスト p.22）
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生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種（海浜植物）との競合、小砂丘の形成
による生育・生息環境の悪化

海岸砂浜、海岸岩上、堤防多年生の陸生植物
多肉植物で耐塩性と耐乾性が強い
分枝しながら地表をはいマット状に生育
葉がついた節が砂に埋まると発根する
福岡県では種子は未確認

花色　：桃色
大きさ：5～ 9cm
花期　：3～ 5月

葉は多肉質で三稜形
長さ：5～ 12cm
幅　：8～ 12mm

節（葉が出ている場所）が
土や砂に埋まると根が出る

茎の太さは 5～ 7mm

縁に微小な鋸歯
（ギザギザ）がある

類似種との見分け方

バクヤギク

マツバギク
（外来種；県内未定着）

葉の形

三稜形
表面は滑らか

円筒形
全面に突起

タイトゴメ
ハママツナなど

葉のつき方

互生

対生

C. chilensis
（流通名：バクヤギク）

花の大きさ

直径5cm以上

直径 5cm未満

＊バクヤギクは、
C. chilensisの流通名とし
ても使われている。本県
に定着しているものは、
形態的特徴から C. edulis
と考えられるが、この仲
間は雑種を作りやすいこ
とから、今後、雑種の可
能性も含めて、分類学的
な検証が必要と考えられ
る（p.44 参照）。

防除方法

刈り取り
鎌や刈払機で地上部を除去する方法。大面積
の防除に適している

①防除の実施
・根元から刈り取る

②防除個体の処分
・防除個体を袋に入れて、　
逸出防止措置をとる

・適切に処分する

③定期的なモニタリング
・再生個体の有無をモニタ
リングし適宜駆除する

抜き取り
手で地下部ごと引き抜いて除去する方法。確
実な防除効果が期待できるが、労力を要する
ため、小面積の防除に適した方法

①防除の準備
・１～ 2ｍ幅で切断

②防除の実施
・丸めながら根茎を引き抜
く

③防除個体の処分
・適切な方法で処分する

POINT 切断部位が再定着する可能性があるため
翌年に再定着の有無を確認する

＊バクヤギクの葉は塩分を含んでおり、使用した鎌や刈払機などは錆びやすくなるため
　作業終了後はすぐに水洗いした方がよい

防除効果

費用・労力

その他

○
◎

○

－

高い防除効果が期待できるが、断片
から再定着する可能性あり

少ない労力で実施できる
大面積の防除に適している

特になし

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

－

高い防除効果が期待できる

多大な労力を必要とする
小面積の防除に適している

特になし

POINT マットを丸めるようにすると
根茎を効率的に引き抜くことができる

1～ 2m

＊場所、方法等によっては防除を実施することができない場合がある
　ため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
秋季から冬季。成長が鈍化した時期の防除が効率的である。また、冬季は在来種の地上部がほと
んど枯れ落ちているため、刈り取りによる在来種への影響が少ない。
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福岡県に定着しているバクヤギクの特徴

生育地の状況

　バクヤギクは、主に海岸域の岩
上や砂浜に生育する。本県では、
福岡市や糸島市の海岸砂浜を中心
に生育が確認されている。生育場
所は、海岸砂丘や日がよく当たる
海岸林の林縁などであり、日当た
りが悪い林内にはあまり侵入して
いない。
　また、生育地では、花の最盛期
である 3 ～ 5 月に桃色の花が一面
に咲き、ハナアブなどの訪花昆虫
が集まっている様子を観察するこ
とができる。また、この時期以外
にも、開花個体はわずかであるが、
長期にわたって開花する様子が観
察された。

生育地の様子。（左）福岡市東区西戸崎、（右）糸島市志摩芥屋

最盛期である 4 月の開花状況及び放花昆虫

（1）形態的特徴　
　花の直径、子房室数、葉の長さ
や微小鋸歯があるなどの特徴は
Carpobrotus edulis の特徴とよく一
致している。しかし、がく片の長
さは 1.5 ～ 3.0cm であり、 　　　
C. edulis と C. chilensis の中間的な
値を示した。このことは、この地
域のバクヤギクが雑種である可能
性を示しており、今後種類を明確
にするためには、遺伝学的な検証
が必要であると考えられる。

（2）成長特性
　バクヤギクは、地表面をはうよ
うに成長し、マット状に密生する。
成長速度は非常に旺盛で、1 年間
に 1m 以上伸長する。また、地表
面だけでなく、枝の位置が低いま
たは斜上している樹木にも、覆い
かぶさるように伸長する。
　バクヤギクのリター（落葉・落
枝）には、他の植物の成長を阻害
する作用（アレロパシー活性）が
あることから、在来の海岸植物の
多くは排除されてしまい、単一の
植物群落を形成する傾向が強い。

形態的特徴及び成長特性

花の直径は 5 ～ 9cm の大きさになり、子房室は 9 ～ 14 に分か
れる

葉の長さは 10cm 以上になり、先端の縁には、微小鋸歯（小さ
なギザギザ）がある

砂浜を匍匐（ほふく）しながら成長していくが、低木のトベラに
覆いかぶさりながら成長する様子も見られる

繁殖特性

（1）種子繁殖力
　バクヤギクは種子繁殖力が高い
種であるが、調査を行った福岡市
西戸崎では一切結実が見られな
かった。花粉の形態や花粉管伸長
に異常はなかったが、柱頭はほと
んど発達しないという特徴が見ら
れた。また、無融合生殖（アポミ
クシス；受精を伴わない種子生産）
も確認できなかったことから、こ
の地域の個体は雌性不稔であり、
種子繁殖できないと考えられる。
ただし、他の地域では、種子繁殖
している可能性もあるため、結実
状況を確認することが重要であ
る。

（2）栄養繁殖力　
　バクヤギクは、葉の一枚からで
も再生し繁殖できるとされてい
る。しかし、本県の調査では、葉
が付いた状態の茎が、砂に埋まっ
たときにのみ発根し再定着するこ
とができた。それ以外の場合、例
えば葉だけや葉がついていない
茎、葉が付いた茎でも砂に埋まっ
ていない場合には、再定着できな
いことが明らかとなった。

花は咲き終わると枯れ落ちてしまう。枯れた花を割ってみても、
種子は一切確認することができなかった

花粉の形状は球形（正常）で花粉管が伸長する様子が確認された。
一方、柱頭はほとんど発達していない

葉がついた茎を埋めた場合は発根するが、葉または茎だけの場合
は、一切発根しない

刈り取り後の再生力

　鎌で葉を刈り取って経過観察し
たところ、新たな葉や茎の再生は
見られなかった。そのため、刈り
取るだけで効果的に防除できると
考えられる。しかし、再生しなかっ
た原因については、土壌水分や気
温などの環境条件が影響している
可能性があり、地域によって結果
が異なる可能性がある。そのため、
防除実施後は、継続的にモニタリ
ングを行い、地域の状況に応じて
防除を継続する必要があると考え
られる。
　なお、刈り取った断片は適切に
処分することが望ましいが、処分
できない場合は、砂に埋まらない
ようにすることで再定着を防ぐこ
とができると考えられる。

刈り取り後の経過観察。a）刈り取り前、b）刈り取り直後、
c）1 か月後、d）２か月後

a) b)

c) d)
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福岡県に定着しているバクヤギクの特徴

生育地の状況

　バクヤギクは、主に海岸域の岩
上や砂浜に生育する。本県では、
福岡市や糸島市の海岸砂浜を中心
に生育が確認されている。生育場
所は、海岸砂丘や日がよく当たる
海岸林の林縁などであり、日当た
りが悪い林内にはあまり侵入して
いない。
　また、生育地では、花の最盛期
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とができる。また、この時期以外
にも、開花個体はわずかであるが、
長期にわたって開花する様子が観
察された。

生育地の様子。（左）福岡市東区西戸崎、（右）糸島市志摩芥屋

最盛期である 4 月の開花状況及び放花昆虫

（1）形態的特徴　
　花の直径、子房室数、葉の長さ
や微小鋸歯があるなどの特徴は
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致している。しかし、がく片の長
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値を示した。このことは、この地
域のバクヤギクが雑種である可能
性を示しており、今後種類を明確
にするためには、遺伝学的な検証
が必要であると考えられる。

（2）成長特性
　バクヤギクは、地表面をはうよ
うに成長し、マット状に密生する。
成長速度は非常に旺盛で、1 年間
に 1m 以上伸長する。また、地表
面だけでなく、枝の位置が低いま
たは斜上している樹木にも、覆い
かぶさるように伸長する。
　バクヤギクのリター（落葉・落
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あることから、在来の海岸植物の
多くは排除されてしまい、単一の
植物群落を形成する傾向が強い。
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れる

葉の長さは 10cm 以上になり、先端の縁には、微小鋸歯（小さ
なギザギザ）がある

砂浜を匍匐（ほふく）しながら成長していくが、低木のトベラに
覆いかぶさりながら成長する様子も見られる
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（1）種子繁殖力
　バクヤギクは種子繁殖力が高い
種であるが、調査を行った福岡市
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も確認できなかったことから、こ
の地域の個体は雌性不稔であり、
種子繁殖できないと考えられる。
ただし、他の地域では、種子繁殖
している可能性もあるため、結実
状況を確認することが重要であ
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（2）栄養繁殖力　
　バクヤギクは、葉の一枚からで
も再生し繁殖できるとされてい
る。しかし、本県の調査では、葉
が付いた状態の茎が、砂に埋まっ
たときにのみ発根し再定着するこ
とができた。それ以外の場合、例
えば葉だけや葉がついていない
茎、葉が付いた茎でも砂に埋まっ
ていない場合には、再定着できな
いことが明らかとなった。

花は咲き終わると枯れ落ちてしまう。枯れた花を割ってみても、
種子は一切確認することができなかった

花粉の形状は球形（正常）で花粉管が伸長する様子が確認された。
一方、柱頭はほとんど発達していない

葉がついた茎を埋めた場合は発根するが、葉または茎だけの場合
は、一切発根しない

刈り取り後の再生力

　鎌で葉を刈り取って経過観察し
たところ、新たな葉や茎の再生は
見られなかった。そのため、刈り
取るだけで効果的に防除できると
考えられる。しかし、再生しなかっ
た原因については、土壌水分や気
温などの環境条件が影響している
可能性があり、地域によって結果
が異なる可能性がある。そのため、
防除実施後は、継続的にモニタリ
ングを行い、地域の状況に応じて
防除を継続する必要があると考え
られる。
　なお、刈り取った断片は適切に
処分することが望ましいが、処分
できない場合は、砂に埋まらない
ようにすることで再定着を防ぐこ
とができると考えられる。

刈り取り後の経過観察。a）刈り取り前、b）刈り取り直後、
c）1 か月後、d）２か月後

a) b)

c) d)
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園芸スイレン
Nymphaea cvs.

国：重点対策外来種
県：重点対策外来種
（リスト p.22）

スイレン科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種（水生植物）との競合、水生動物の生
息環境悪化、在来種（ヒツジグサ）との交雑、
通水阻害、底泥の堆積

ため池、クリーク、水路、河川多年生の浮葉植物
刈り取りに強く、残存した根茎から再生する
温帯性スイレンは、根茎が伸長し大増殖する
熱帯性スイレンは、塊茎を作り伸長しない
種子繁殖する

葉の裏は赤紫色

花は水面に浮くか
少し立ち上がる

＊温帯性スイレンと熱帯性スイレンがあるが、熱帯性スイレンは越冬で
　きない場合が多く、問題となっているのは主に温帯性スイレンである

花の色や大きさ：
品種によって様々
＊日本で栽培されて
いるものでも 100
種類を超える

類似種との見分け方

園芸スイレン

ガガブタ

花弁

毛がない

毛が密生する

ジュンサイ
ハスなど

葉に切れ込み

ない

ある

ヒツジグサ

花の色と大きさ

多彩で大きい

白色で小さい

＊一部例外があり、小型
品種で白花のヒメスイレ
ンは、ヒツジグサと見分
けることが困難である。
しかし、ヒツジグサは山
間や丘陵地の比較的浅
く、起源の古い、貧栄養
の池沼のみに生育してい
るため、身近な池沼で見
られるもののほとんど
は、園芸スイレンと判断
できる。

3～ 7cm

防除方法

遮光
遮光シートで覆うことで光合成を阻害し、枯
死させる方法。大規模面積の駆除や水深が深
い場所でも実施できる

①防除の準備
・駆除面積に合わせて遮光
シートを加工する

＊隙間を作らないように
張り合わせる

②防除の実施
・遮光シートを沈めて固定
・目印をつけ、１～２年を
目途に撤去

③定期的なモニタリング
・再生個体の有無をモニタ
リングし適宜駆除する

抜き取り
根茎を丁寧に抜き取ることで、確実に個体数
（株数）を減らすことができる。水深が浅く、
小面積の場合に有効な方法

POINT 遮光面積が小さい場合は効果がみ
られないことがあるため、可能な
限り大規模に遮光する

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎
◎

△

高い防除効果がある
広い面積の防除が可能である

遮光シートの購入費用がかかる
やや労力を必要とする

在来種に影響を及ぼす可能性がある。
特に希少種がいる場合は注意が必要

防除効果

費用・労力

その他

◎
△

○

△

高い防除効果があるが、根茎が残って
いるとすぐに再生する

費用はほとんどかからない
重労働であり、小面積の場合に有効

水深が深いまたは底泥層が厚い場所
では作業できない

刈り取り
成長抑制や種子の結実を防止することで、分
布拡大を防止する方法。個体数を減少させる
効果はなく、すぐに再生するため、複数回実
施する

防除効果

費用・労力

その他

◎
○
△

○
×

○

成長抑制及び結実防止が期待される
個体数を減少させる効果はない

費用はほとんどかからない
労力は少ない
複数回実施する必要がある

大面積及び水深のある場所で有効

＊排水箇所にシートが流れると大きな事故に
つながるため、流れがある場所では使用し
ない

土のうやコンクリートブロックで固定

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
冬季または春季。遮光シートの設置は、展葉前に行うことが効率的である。また、抜き取りや刈
り取りは、開花・結実する前に実施することで種子繁殖を抑制することができる。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・展葉、成長は旺盛 ・落葉、越冬期間

開花・結実

抜
光

抜
刈

抜：遮光、 ：抜き取り、＊ 光 刈：刈り取り

適宜
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園芸スイレン
Nymphaea cvs.

国：重点対策外来種
県：重点対策外来種
（リスト p.22）

スイレン科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種（水生植物）との競合、水生動物の生
息環境悪化、在来種（ヒツジグサ）との交雑、
通水阻害、底泥の堆積

ため池、クリーク、水路、河川多年生の浮葉植物
刈り取りに強く、残存した根茎から再生する
温帯性スイレンは、根茎が伸長し大増殖する
熱帯性スイレンは、塊茎を作り伸長しない
種子繁殖する

葉の裏は赤紫色

花は水面に浮くか
少し立ち上がる

＊温帯性スイレンと熱帯性スイレンがあるが、熱帯性スイレンは越冬で
　きない場合が多く、問題となっているのは主に温帯性スイレンである

花の色や大きさ：
品種によって様々
＊日本で栽培されて
いるものでも 100
種類を超える

類似種との見分け方

園芸スイレン

ガガブタ

花弁

毛がない

毛が密生する

ジュンサイ
ハスなど

葉に切れ込み

ない

ある

ヒツジグサ

花の色と大きさ

多彩で大きい

白色で小さい

＊一部例外があり、小型
品種で白花のヒメスイレ
ンは、ヒツジグサと見分
けることが困難である。
しかし、ヒツジグサは山
間や丘陵地の比較的浅
く、起源の古い、貧栄養
の池沼のみに生育してい
るため、身近な池沼で見
られるもののほとんど
は、園芸スイレンと判断
できる。

3～ 7cm

防除方法

遮光
遮光シートで覆うことで光合成を阻害し、枯
死させる方法。大規模面積の駆除や水深が深
い場所でも実施できる

①防除の準備
・駆除面積に合わせて遮光
シートを加工する

＊隙間を作らないように
張り合わせる

②防除の実施
・遮光シートを沈めて固定
・目印をつけ、１～２年を
目途に撤去

③定期的なモニタリング
・再生個体の有無をモニタ
リングし適宜駆除する

抜き取り
根茎を丁寧に抜き取ることで、確実に個体数
（株数）を減らすことができる。水深が浅く、
小面積の場合に有効な方法

POINT 遮光面積が小さい場合は効果がみ
られないことがあるため、可能な
限り大規模に遮光する

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎
◎

△

高い防除効果がある
広い面積の防除が可能である

遮光シートの購入費用がかかる
やや労力を必要とする

在来種に影響を及ぼす可能性がある。
特に希少種がいる場合は注意が必要

防除効果

費用・労力

その他

◎
△

○

△

高い防除効果があるが、根茎が残って
いるとすぐに再生する

費用はほとんどかからない
重労働であり、小面積の場合に有効

水深が深いまたは底泥層が厚い場所
では作業できない

刈り取り
成長抑制や種子の結実を防止することで、分
布拡大を防止する方法。個体数を減少させる
効果はなく、すぐに再生するため、複数回実
施する

防除効果

費用・労力

その他

◎
○
△

○
×

○

成長抑制及び結実防止が期待される
個体数を減少させる効果はない

費用はほとんどかからない
労力は少ない
複数回実施する必要がある

大面積及び水深のある場所で有効

＊排水箇所にシートが流れると大きな事故に
つながるため、流れがある場所では使用し
ない

土のうやコンクリートブロックで固定

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
冬季または春季。遮光シートの設置は、展葉前に行うことが効率的である。また、抜き取りや刈
り取りは、開花・結実する前に実施することで種子繁殖を抑制することができる。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・展葉、成長は旺盛 ・落葉、越冬期間

開花・結実

抜
光

抜
刈

抜：遮光、 ：抜き取り、＊ 光 刈：刈り取り

適宜
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オオフサモ
Myriophyllum aquaticum (Vell.) Veldc.

特定外来生物
国：緊急対策外来種
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.23）

アリノトウグサ科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種（水生植物）との競合、通水阻害

河川、クリーク、水路、ため池、池沼、湿地多年生の抽水植物
根茎は水中を横走し大群落を形成する
茎断片から繁殖する
九州では、冬季も地上部が枯れない
種子繁殖は行わない

葉は鳥の羽のように見
える羽状葉

雌株しか確認されていない
ため結実しない
花期：5～ 6月

1か所から車輪状に
５～６枚の葉がつく
（５～ 6輪生）茎：太さ 5mm程度

しばしば赤みがかる

類似種との見分け方

オオフサモ

フサジュンサイ
（別名：ハゴロモモ）

（外来種）

葉の形

羽状

数回二又状に
分枝

キクモ

葉の裂片

幅広い

糸状

ホザキノフサモ

輪生の数

５～6輪生

主に４輪生

防除方法

抜き取り
一般的に行われている防除方法であるが、ち
ぎれやすく取り残しが多いため、取り残しの
確認を行うことが重要

①防除の準備
・茎断片の拡散防止のため、
下流部にネット設置

＊目合い：1㎝未満

②防除の実施
・最上流地点から始める
・根茎を丁寧に抜き取る

②’防除の実施（続）
・浮遊している茎断片や根
茎をたも網で除去

・ネット内の断片を回収

抜き取り＋底泥除去＋遮光
抜き取りに加え、取り残した根茎を除去する
ための底泥除去及び茎断片を枯死させるため
の遮光を組み合わせた方法

POINT 茎や根茎はちぎれやすく再生能力が高いため、毎年駆除する

防除効果

費用・労力

その他

△

○

△

高い防除効果があるが、根茎が残って
いるとすぐに再生する

重労働であり大面積での作業は困難

茎断片が流下して分布拡大しないよう
に注意する必要がある

防除効果

費用・労力

その他

×
△

◎

△

高い防除効果があり、小面積における
根絶事例がある

極めて重労働である
遮光シートの購入費用が必要

遮光シートの設置は、在来種への影
響が懸念されるため、注意が必要

①防除の実施 
・防除方法「抜き取り」の
①から③と同じ作業を行
う

①’防除の実施（続）
・地表から 15㎝厚の底泥
を除去

・除去地点を遮光シートで
1年間覆う

②定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた場
合は駆除

③防除個体の処分
・防除個体を袋に入れ逸出
防止措置をとる

・適切な方法で処分する

④定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた場
合は駆除

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
夏季（7～ 9月）。春から夏にかけて地下部に蓄えた養分を使って成長するため、地下部の養分が
減少した時に防除を行うと、その後の再生を抑制することができる。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

開花

抜

抜泥光

抜：抜き取り、 ：抜き取り+底泥除去+遮光＊ 抜泥光
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オオフサモ
Myriophyllum aquaticum (Vell.) Veldc.

特定外来生物
国：緊急対策外来種
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.23）

アリノトウグサ科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種（水生植物）との競合、通水阻害

河川、クリーク、水路、ため池、池沼、湿地多年生の抽水植物
根茎は水中を横走し大群落を形成する
茎断片から繁殖する
九州では、冬季も地上部が枯れない
種子繁殖は行わない

葉は鳥の羽のように見
える羽状葉

雌株しか確認されていない
ため結実しない
花期：5～ 6月

1か所から車輪状に
５～６枚の葉がつく
（５～ 6輪生）茎：太さ 5mm程度

しばしば赤みがかる

類似種との見分け方

オオフサモ

フサジュンサイ
（別名：ハゴロモモ）

（外来種）

葉の形

羽状

数回二又状に
分枝

キクモ

葉の裂片

幅広い

糸状

ホザキノフサモ

輪生の数

５～6輪生

主に４輪生

防除方法

抜き取り
一般的に行われている防除方法であるが、ち
ぎれやすく取り残しが多いため、取り残しの
確認を行うことが重要

①防除の準備
・茎断片の拡散防止のため、
下流部にネット設置

＊目合い：1㎝未満

②防除の実施
・最上流地点から始める
・根茎を丁寧に抜き取る

②’防除の実施（続）
・浮遊している茎断片や根
茎をたも網で除去

・ネット内の断片を回収

抜き取り＋底泥除去＋遮光
抜き取りに加え、取り残した根茎を除去する
ための底泥除去及び茎断片を枯死させるため
の遮光を組み合わせた方法

POINT 茎や根茎はちぎれやすく再生能力が高いため、毎年駆除する

防除効果

費用・労力

その他

△

○

△

高い防除効果があるが、根茎が残って
いるとすぐに再生する

重労働であり大面積での作業は困難

茎断片が流下して分布拡大しないよう
に注意する必要がある

防除効果

費用・労力

その他

×
△

◎

△

高い防除効果があり、小面積における
根絶事例がある

極めて重労働である
遮光シートの購入費用が必要

遮光シートの設置は、在来種への影
響が懸念されるため、注意が必要

①防除の実施 
・防除方法「抜き取り」の
①から③と同じ作業を行
う

①’防除の実施（続）
・地表から 15㎝厚の底泥
を除去

・除去地点を遮光シートで
1年間覆う

②定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた場
合は駆除

③防除個体の処分
・防除個体を袋に入れ逸出
防止措置をとる

・適切な方法で処分する

④定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた場
合は駆除

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
夏季（7～ 9月）。春から夏にかけて地下部に蓄えた養分を使って成長するため、地下部の養分が
減少した時に防除を行うと、その後の再生を抑制することができる。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

開花

抜

抜泥光

抜：抜き取り、 ：抜き取り+底泥除去+遮光＊ 抜泥光
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ブラジルチドメグサ
Hydrocotyle ranunculoides L.f.

特定外来生物
国：緊急対策外来種
県：重点対策外来種
（リスト p.23）

セリ科
（ウコギ科）

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種との競合、水生動物の生息環境悪化、
通水阻害

クリーク、河川、水路、ため池多年生の浮葉植物または抽水植物
成長が早い（1日最大 20㎝程度）
マット状に生育し水面を覆いつくす
節を含む茎の断片から再生・繁殖可能
茎は切れやすく、容易に切断されて分散する
種子繁殖は行っていないと考えられる
（＊福岡県では成熟種子は未確認）

葉柄は、葉の切れ込み
部分につく 花期：４～６月

葉より下に小さな花がつく
花は花柄の先端だけにつく

水面または地表を
横走する

葉は深い切れ込みが
複数箇所ある

葉柄は 5～ 60cm
節から根と葉が出る

類似種との見分け方

ブラジルチドメグサ

ウチワゼニクサ
（外来種）

葉柄のつく位置

切れ込み部分

葉身の中心

チドメグサ
ノチドメなど

葉の大きさ

3cm未満

3cm以上

アマゾンチドメグサ
（外来種）

葉身の形

深い切れ込みが
複数ある

深い切れ込みは
1か所

防除方法

抜き取り
一般的に行われている防除方法であるが、ち
ぎれやすく取り残しが多いため、取り残しの
確認を行うことが重要

①防除の準備
・茎断片の拡散防止のため、
下流部にネット設置

＊目合い：1㎝未満

②防除の実施 I
　(晩夏～秋季）
・最上流地点から始める
・根茎を丁寧に抜き取る

②’防除の実施 I（続）
・浮遊している茎断片や根
茎をたも網で除去

・ネット内の断片を回収

防除効果

費用・労力

その他

△

○

△

高い防除効果があるが、根茎が残って
いるとすぐに再生する

重労働であり大面積での作業は困難

茎断片が流下して分布拡大しないよう
に注意する必要がある

⑤定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた場
合は駆除する

③防除個体の処分
・防除個体を袋に入れ逸出
防止措置をとる

・適切な方法で処分する

④防除の実施 II
　（冬季）
・取り残し個体を見つけて
全て駆除する

POINT 防除時期を見極めることで効果的・効率的に駆除することができる
・個体によっては夏季に枯死が発生するため、少ない労力で駆除することができる
・冬季は周囲の植物の葉が枯れるため、常緑のブラジルチドメグサが見つけやすくなる

<二段階防除法>

　ブラジルチドメグサは、茎葉が何重にも積み重なるように成長
するため、繁茂している個体は、茎葉が空気中を横走するように
なる。これらは、根が水面よりも上に露出しているため、連続し
た猛暑日にさらされた場合、水ストレスにより枯死する。この部
分的な枯死は、その後 2週間ほどかけて個体全体に波及し、大規
模な枯死へと発展するケースも見られる。しかし、個体サイズは
小さくなるものの完全には死なないため、再繁茂する前に駆除す
ることが効率的な方法といえる（p.52 ～ 53参照）。

夏季に発生するブラジルチドメグサの枯死

水面よりも上に根が露出する

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
晩夏から冬季。ただし、個体が小さいうちに駆除することが最も重要であるため、通年監視し、
見つけ次第駆除することが重要である。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

開花

抜

・一部の個体に枯死が発生

抜

・一段階目の防除 ・二段階目の防除

抜：抜き取り＊
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ブラジルチドメグサ
Hydrocotyle ranunculoides L.f.

特定外来生物
国：緊急対策外来種
県：重点対策外来種
（リスト p.23）

セリ科
（ウコギ科）

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種との競合、水生動物の生息環境悪化、
通水阻害

クリーク、河川、水路、ため池多年生の浮葉植物または抽水植物
成長が早い（1日最大 20㎝程度）
マット状に生育し水面を覆いつくす
節を含む茎の断片から再生・繁殖可能
茎は切れやすく、容易に切断されて分散する
種子繁殖は行っていないと考えられる
（＊福岡県では成熟種子は未確認）

葉柄は、葉の切れ込み
部分につく 花期：４～６月

葉より下に小さな花がつく
花は花柄の先端だけにつく

水面または地表を
横走する

葉は深い切れ込みが
複数箇所ある

葉柄は 5～ 60cm
節から根と葉が出る

類似種との見分け方

ブラジルチドメグサ

ウチワゼニクサ
（外来種）

葉柄のつく位置

切れ込み部分

葉身の中心

チドメグサ
ノチドメなど

葉の大きさ

3cm未満

3cm以上

アマゾンチドメグサ
（外来種）

葉身の形

深い切れ込みが
複数ある

深い切れ込みは
1か所

防除方法

抜き取り
一般的に行われている防除方法であるが、ち
ぎれやすく取り残しが多いため、取り残しの
確認を行うことが重要

①防除の準備
・茎断片の拡散防止のため、
下流部にネット設置

＊目合い：1㎝未満

②防除の実施 I
　(晩夏～秋季）
・最上流地点から始める
・根茎を丁寧に抜き取る

②’防除の実施 I（続）
・浮遊している茎断片や根
茎をたも網で除去

・ネット内の断片を回収

防除効果

費用・労力

その他

△

○

△

高い防除効果があるが、根茎が残って
いるとすぐに再生する

重労働であり大面積での作業は困難

茎断片が流下して分布拡大しないよう
に注意する必要がある

⑤定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた場
合は駆除する

③防除個体の処分
・防除個体を袋に入れ逸出
防止措置をとる

・適切な方法で処分する

④防除の実施 II
　（冬季）
・取り残し個体を見つけて
全て駆除する

POINT 防除時期を見極めることで効果的・効率的に駆除することができる
・個体によっては夏季に枯死が発生するため、少ない労力で駆除することができる
・冬季は周囲の植物の葉が枯れるため、常緑のブラジルチドメグサが見つけやすくなる

<二段階防除法>

　ブラジルチドメグサは、茎葉が何重にも積み重なるように成長
するため、繁茂している個体は、茎葉が空気中を横走するように
なる。これらは、根が水面よりも上に露出しているため、連続し
た猛暑日にさらされた場合、水ストレスにより枯死する。この部
分的な枯死は、その後 2週間ほどかけて個体全体に波及し、大規
模な枯死へと発展するケースも見られる。しかし、個体サイズは
小さくなるものの完全には死なないため、再繁茂する前に駆除す
ることが効率的な方法といえる（p.52 ～ 53参照）。

夏季に発生するブラジルチドメグサの枯死

水面よりも上に根が露出する

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
晩夏から冬季。ただし、個体が小さいうちに駆除することが最も重要であるため、通年監視し、
見つけ次第駆除することが重要である。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

開花

抜

・一部の個体に枯死が発生

抜

・一段階目の防除 ・二段階目の防除

抜：抜き取り＊
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成長特性

（１）成長特性
　ブラジルチドメグサは浮葉～抽
水植物で、個体が小さい時は葉が
水面に浮く形で成長する。大きく
なって葉が増えると、光を受ける
ために葉柄が伸長し水面よりも高
い位置に葉がつくようになる。
　また、乾燥耐性があり、陸地で
も湿った場所であれば生育するこ
とができる。陸地では、葉柄が短
く小さい葉をつけるが、葉からの
水の蒸散量を減らして、乾燥に耐
えるためと考えられる。

（２）成長速度
　ブラジルチドメグサは成長が速
く、1日最大 20㎝程度、2か月
で 10ｍ程度伸長するとされてい
る。筑後地域クリークにおいても、
春先に定着した茎の断片が、2か
月間で広く水面を覆っていく様子
が観察された。
　また、茎は、他の茎の上に積み
あがるように伸長し、何層もの階
層構造を発達させ、最上部の茎は、
水面よりも高い位置を横走するよ
うになる。

ブラジルチドメグサの特徴

葉や茎は、水面を横走しながら成長するが、葉が密生すると葉柄
が伸長し、大きなものは葉柄が 50㎝以上になる

水位が下がって水中から出てしまっても、地面が湿っていれば、
生育し続けることができる

ブラジルチドメグサの植被の推移．
（左）2019年 4月 13日、（右）2019年 6月 14日

　ブラジルチドメグサは、種子繁
殖と栄養繁殖の両方を行うことが
知られている。しかし、本県では、
開花及び未成熟果実は観察できる
ものの、成熟した果実は一切観察
できていない。果実が成熟に至ら
ない原因はわかっていないが、本
県では、種子繁殖は行っていない
と考えられる。
　一方、栄養繁殖力は非常に高く、
節（根や葉が出る場所）が含まれ
ていれば、1㎝の断片でも再生し
増殖することが可能である。ブラ
ジルチドメグサの茎は切れやす
く、水流等で切断された茎の断片
が水流に乗って分散されることで
分布を拡大していると考えられ
る。

繁殖特性

ブラジルチドメグサの花と未成熟果実

根と葉が出る部位を節という。この部位を含んだ茎の断片が水流
に乗って分散されているのが観察される

植被の増減とその要因

　大繁茂したブラジルチドメグサ
の防除には、重機などが必要とな
り、多額の費用がかかることとな
る。そのため、できる限り個体サ
イズが小さいうち、つまり侵入初
期に防除することがとても大切で
ある。
　一方、ブラジルチドメグサは、
夏季に大規模な枯死が発生し、個
体サイズが小さくなることが、た
びたび観察されている。枯死の発
生要因について調査したところ、
水面よりも上に露出した茎葉や根
が、連続した猛暑日にさらされる
ことで、強い水ストレスがかかり
枯死しているということが明らか
となってきた。このことは、ブラ
ジルチドメグサの繁茂状況と気温
の情報から、枯死の発生を予測す
ることが可能であり、効率的に防
除を進めることができることを示
している。
　また、大雨後にも物理的な損傷
によって枯死が発生することが観
察されているため、このような枯
死の機会を捉えることが、ブラジ
ルチドメグサの防除には重要であ
ると考えられる。

重機によるブラジルチドメグサの防除の様子

夏季の大規模枯死の様子。枯死直後は植被が大きく減少するが、
生存していた断片から再繁茂する様子が観察された。a）7月
16日、b）7月 30日、c）8月 21日、d）9月 2日

a) b)

c) d)

　筑後地域クリークで防除を実施
したところ、374m2 のブラジルチ
ドメグサを防除するのに、約 23
人・時間のコストが必要であった。
これよりも大面積の場合や 1日の
労働時間が長くなった場合などに
は、防除効率はさらに低下するこ
とが予想される。
　また、冬季に取り残しを除去し、
経過観察を行ったところ、外部か
ら新たに侵入してくるまでの数年
間は、一切生育は確認されなかっ
た。このことは、二段階防除によ
る駆除と外部からの断片の侵入防
止を行うことで、地域根絶が可能
であることを示している。

防除コストと防除効率

秋季における防除の様子。防除実施前（左）と防除作業中（右）

冬季における防除の様子。冬季は周囲の植物の葉が枯れるため、
取り残したブラジルチドメグサの葉が見つけやすくなる
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成長特性

（１）成長特性
　ブラジルチドメグサは浮葉～抽
水植物で、個体が小さい時は葉が
水面に浮く形で成長する。大きく
なって葉が増えると、光を受ける
ために葉柄が伸長し水面よりも高
い位置に葉がつくようになる。
　また、乾燥耐性があり、陸地で
も湿った場所であれば生育するこ
とができる。陸地では、葉柄が短
く小さい葉をつけるが、葉からの
水の蒸散量を減らして、乾燥に耐
えるためと考えられる。

（２）成長速度
　ブラジルチドメグサは成長が速
く、1日最大 20㎝程度、2か月
で 10ｍ程度伸長するとされてい
る。筑後地域クリークにおいても、
春先に定着した茎の断片が、2か
月間で広く水面を覆っていく様子
が観察された。
　また、茎は、他の茎の上に積み
あがるように伸長し、何層もの階
層構造を発達させ、最上部の茎は、
水面よりも高い位置を横走するよ
うになる。

ブラジルチドメグサの特徴

葉や茎は、水面を横走しながら成長するが、葉が密生すると葉柄
が伸長し、大きなものは葉柄が 50㎝以上になる

水位が下がって水中から出てしまっても、地面が湿っていれば、
生育し続けることができる

ブラジルチドメグサの植被の推移．
（左）2019年 4月 13日、（右）2019年 6月 14日

　ブラジルチドメグサは、種子繁
殖と栄養繁殖の両方を行うことが
知られている。しかし、本県では、
開花及び未成熟果実は観察できる
ものの、成熟した果実は一切観察
できていない。果実が成熟に至ら
ない原因はわかっていないが、本
県では、種子繁殖は行っていない
と考えられる。
　一方、栄養繁殖力は非常に高く、
節（根や葉が出る場所）が含まれ
ていれば、1㎝の断片でも再生し
増殖することが可能である。ブラ
ジルチドメグサの茎は切れやす
く、水流等で切断された茎の断片
が水流に乗って分散されることで
分布を拡大していると考えられ
る。

繁殖特性

ブラジルチドメグサの花と未成熟果実

根と葉が出る部位を節という。この部位を含んだ茎の断片が水流
に乗って分散されているのが観察される

植被の増減とその要因

　大繁茂したブラジルチドメグサ
の防除には、重機などが必要とな
り、多額の費用がかかることとな
る。そのため、できる限り個体サ
イズが小さいうち、つまり侵入初
期に防除することがとても大切で
ある。
　一方、ブラジルチドメグサは、
夏季に大規模な枯死が発生し、個
体サイズが小さくなることが、た
びたび観察されている。枯死の発
生要因について調査したところ、
水面よりも上に露出した茎葉や根
が、連続した猛暑日にさらされる
ことで、強い水ストレスがかかり
枯死しているということが明らか
となってきた。このことは、ブラ
ジルチドメグサの繁茂状況と気温
の情報から、枯死の発生を予測す
ることが可能であり、効率的に防
除を進めることができることを示
している。
　また、大雨後にも物理的な損傷
によって枯死が発生することが観
察されているため、このような枯
死の機会を捉えることが、ブラジ
ルチドメグサの防除には重要であ
ると考えられる。

重機によるブラジルチドメグサの防除の様子

夏季の大規模枯死の様子。枯死直後は植被が大きく減少するが、
生存していた断片から再繁茂する様子が観察された。a）7月
16日、b）7月 30日、c）8月 21日、d）9月 2日

a) b)

c) d)

　筑後地域クリークで防除を実施
したところ、374m2 のブラジルチ
ドメグサを防除するのに、約 23
人・時間のコストが必要であった。
これよりも大面積の場合や 1日の
労働時間が長くなった場合などに
は、防除効率はさらに低下するこ
とが予想される。
　また、冬季に取り残しを除去し、
経過観察を行ったところ、外部か
ら新たに侵入してくるまでの数年
間は、一切生育は確認されなかっ
た。このことは、二段階防除によ
る駆除と外部からの断片の侵入防
止を行うことで、地域根絶が可能
であることを示している。

防除コストと防除効率

秋季における防除の様子。防除実施前（左）と防除作業中（右）

冬季における防除の様子。冬季は周囲の植物の葉が枯れるため、
取り残したブラジルチドメグサの葉が見つけやすくなる
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オオキンケイギク
Coreopsis lanceolata L.

特定外来生物
国：緊急対策外来種
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.23）

キク科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種との競合

道端、空地、荒地、河川敷、堤防、人家周辺、
道路法面、海岸砂浜、海岸埋立地

多年生の陸生植物
道端や河原などに、しばしば大群落を形成する
根茎が残っているとすぐに再生する
種子の生産量は多い（結実は 6～ 9月）
永続的埋土種子を作る（最大 2,000 粒／m2）
埋土種子の寿命は２～ 13年

葉は茎の下半分に集中し、
花茎が相対的に長い

高さ：30～ 70cm

花びら（舌状花）の先は
4～ 5つに分かれる
花期：5～ 7月

茎は根元から
束になって生える

２～５の小葉または
ヘラ型の葉をつける

花の中心部（筒状花）
花冠長：6.0 ～ 7.5mm

果実（痩果）
果実長：2.6 ～ 4.0mm

花冠長と果実長は、近縁種ホソバ
ハルシャギクとの識別に重要
＊ホソバハルシャギク
　花冠長：3.3 ～ 4.8mm
　果実長：2.0 ～ 3.0mm

類似種との見分け方

マリーゴールド
（外来種；県内未定着）

花びらの形

先が分かれる

先が分かれない

ハルシャギク
（外来種）

花の中心の色

赤色

黄色 or オレンジ

キバナコスモス
（外来種）

小葉の形

ホソバハルシャギク
（流通名：キンケイギク）
（外来種；県内未定着）

葉のつき方 *

下半分に集中

上の方までつく

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

分かれない

５～７に分裂

2～ 5対

6対以上

＊例外も多いため、花や果実を
　含めて総合的に判断する

防除方法

抜き取り
最も効果的な防除方法。根茎を丁寧に抜き取
ることで、個体数（株数）を減らすことがで
きる

①防除の実施
・根茎が残っていると再生
してしまうため、丁寧に
抜き取る

②防除個体の処分
・抜き取り個体を袋に入れ
逸出防止措置をとる

・適切な方法で処分する

③定期的なモニタリング
・再生個体や新たな芽生え
が確認された場合は、適
宜駆除する

POINT 再生個体及び新たな芽生えが発生しなくなるまで
複数年間、駆除を継続する

防除効果

費用・労力

その他

△

○

－

高い防除効果があるが、根茎が残って
いると再生する

多大な労力を要する

特になし

刈り取り
結実前に実施し種子の拡散を防ぐことで、分
布拡大を防止する方法。ただし、個体数を減
少させる効果はほとんどない

防除効果

費用・労力

その他

○

○
△

△

分布拡大防止効果が期待される
個体数の減少効果はない

労力は少ない

在来種を一緒に刈り取ることで
悪影響を及ぼす

＊土壌がかく乱されることで、土壌中の種子が発芽する可能性大

①防除の実施
・刈払機等を用いて地上部
を刈り取る

②防除個体の処分
・刈り取り個体を袋に入れ
て逸出防止措置をとる

・適切な方法で処分

③定期的なモニタリング
・再生個体の成長が早く、
結実する可能性が高い場
合は、再度刈り取りを行
う

POINT 毎年駆除を継続する

＊ロゼットで識別が可能な場合は、越冬中のロゼットを刈り取ることで
　翌春の開花数を減少させることができる

＊場所、方法等によっては防除を実施することができない場合がある
　ため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
種子の拡散を防止するために、花の咲き始めの 5月上旬から種子が成熟する前の 6月までが最も
適している。結実後に防除を行う場合は、種子がこぼれ落ちないようにすることが重要である。
また、刈り取りは、再生個体の開花状況に応じて複数回実施することが望ましい。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・茎上部の成長 ・ロゼットで越冬

開花・結実

刈

抜

・茎上部の枯死

抜 刈：抜き取り、 ：刈り取り＊

適宜
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オオキンケイギク
Coreopsis lanceolata L.

特定外来生物
国：緊急対策外来種
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.23）

キク科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種との競合

道端、空地、荒地、河川敷、堤防、人家周辺、
道路法面、海岸砂浜、海岸埋立地

多年生の陸生植物
道端や河原などに、しばしば大群落を形成する
根茎が残っているとすぐに再生する
種子の生産量は多い（結実は 6～ 9月）
永続的埋土種子を作る（最大 2,000 粒／m2）
埋土種子の寿命は２～ 13年

葉は茎の下半分に集中し、
花茎が相対的に長い

高さ：30～ 70cm

花びら（舌状花）の先は
4～ 5つに分かれる
花期：5～ 7月

茎は根元から
束になって生える

２～５の小葉または
ヘラ型の葉をつける

花の中心部（筒状花）
花冠長：6.0 ～ 7.5mm

果実（痩果）
果実長：2.6 ～ 4.0mm

花冠長と果実長は、近縁種ホソバ
ハルシャギクとの識別に重要
＊ホソバハルシャギク
　花冠長：3.3 ～ 4.8mm
　果実長：2.0 ～ 3.0mm

類似種との見分け方

マリーゴールド
（外来種；県内未定着）

花びらの形

先が分かれる

先が分かれない

ハルシャギク
（外来種）

花の中心の色

赤色

黄色 or オレンジ

キバナコスモス
（外来種）

小葉の形

ホソバハルシャギク
（流通名：キンケイギク）
（外来種；県内未定着）

葉のつき方 *

下半分に集中

上の方までつく

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

分かれない

５～７に分裂

2～ 5対

6対以上

＊例外も多いため、花や果実を
　含めて総合的に判断する

防除方法

抜き取り
最も効果的な防除方法。根茎を丁寧に抜き取
ることで、個体数（株数）を減らすことがで
きる

①防除の実施
・根茎が残っていると再生
してしまうため、丁寧に
抜き取る

②防除個体の処分
・抜き取り個体を袋に入れ
逸出防止措置をとる

・適切な方法で処分する

③定期的なモニタリング
・再生個体や新たな芽生え
が確認された場合は、適
宜駆除する

POINT 再生個体及び新たな芽生えが発生しなくなるまで
複数年間、駆除を継続する

防除効果

費用・労力

その他

△

○

－

高い防除効果があるが、根茎が残って
いると再生する

多大な労力を要する

特になし

刈り取り
結実前に実施し種子の拡散を防ぐことで、分
布拡大を防止する方法。ただし、個体数を減
少させる効果はほとんどない

防除効果

費用・労力

その他

○

○
△

△

分布拡大防止効果が期待される
個体数の減少効果はない

労力は少ない

在来種を一緒に刈り取ることで
悪影響を及ぼす

＊土壌がかく乱されることで、土壌中の種子が発芽する可能性大

①防除の実施
・刈払機等を用いて地上部
を刈り取る

②防除個体の処分
・刈り取り個体を袋に入れ
て逸出防止措置をとる

・適切な方法で処分

③定期的なモニタリング
・再生個体の成長が早く、
結実する可能性が高い場
合は、再度刈り取りを行
う

POINT 毎年駆除を継続する

＊ロゼットで識別が可能な場合は、越冬中のロゼットを刈り取ることで
　翌春の開花数を減少させることができる

＊場所、方法等によっては防除を実施することができない場合がある
　ため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
種子の拡散を防止するために、花の咲き始めの 5月上旬から種子が成熟する前の 6月までが最も
適している。結実後に防除を行う場合は、種子がこぼれ落ちないようにすることが重要である。
また、刈り取りは、再生個体の開花状況に応じて複数回実施することが望ましい。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・茎上部の成長 ・ロゼットで越冬

開花・結実

刈

抜

・茎上部の枯死

抜 刈：抜き取り、 ：刈り取り＊

適宜
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ミズヒマワリ
Gymnocoronis spilanthoides 
(D.Don ex Hook. et Arn.) DC.

特定外来生物
国：緊急対策外来種
県：重点対策外来種
（リスト p.24）

キク科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種（水生植物）との競合、水生動物の生
息環境悪化、通水阻害

クリーク、水路、河川多年生の抽水植物
成長が速く短期間でマット状に生育
茎の断片や葉片から再生・繁殖可能
種子繁殖を行う
アレロパシー活性を有する

花は咲き終わると
下向きになる

花（頭花）：直径約 1cm
花期：6～ 11月

節：水につかると根が出て
　　新たな茎が立ち上がる

高さ：0.5 ～ 1.5m

類似種との見分け方

ヌマダイコン

ミズヒマワリ

①毛はある

①葉の毛　　：ない
②葉の縁　　：低い鋸歯
③花の終わり：下を向く

　ミズヒマワリの花は、昆虫類（チョウ、
ハエ、アブ等）を非常に強く誘引するこ
とが知られている。また、花にピロリジ
ジンアルカロイドを含むことから、季節
による長距離移動（渡り）をするチョウ
として有名なアサギマダラが吸蜜するこ
とでも知られている。
　誘引力が強いミズヒマワリの繁茂は、
周辺の在来植物から訪花昆虫を奪うこと
になり、在来植物の受粉が十分に行われ
なくなる可能性があることが懸念されて
いる。外来種の影響は、直接的なものだ
けでなく、間接的に作用する場合もあり、
その影響の程度については注意深く見て
いく必要がある。

昆虫を引き寄せる魅惑の花

②粗い鋸歯

③下を向かない

① ②

③

防除方法

抜き取り
一般的に行われている防除方法であるが、ち
ぎれやすく取り残しが多いため、取り残しの
確認を行うことが重要

①防除の準備
・茎断片の拡散防止のため、
下流部にネット設置

②防除の実施
・最上流地点から始める
・根茎を丁寧に抜き取る

②’防除の実施（続）
・浮遊している茎断片や根
茎をたも網で除去

・ネット内の断片を回収

防除効果

費用・労力

その他

△

○

△

高い防除効果があるが、根茎が残って
いると再生する

重労働であり大面積での作業は困難

茎断片が流下して分布拡大しないよう
に注意する必要がある

遮光
遮光シートで覆い光合成を阻害することで枯
死させる方法

防除効果

費用・労力

その他

△

－

－

半年間で枯らすことができるとされて
いるが詳細は不明

遮光シートの購入が必要

大阪府立環境農林水産総合研究所の
ホームページに記載があるが、詳細
不明

①防除の実施
・遮光シートで個体全体を
覆う

＊遮光率 95％以上のもの
を使用する

②防除効果の確認
・設置から半年後に生死を
確認する

・枯死が確認された場合、
遮光シートを撤去する

③定期的なモニタリング
・新たな個体を見つけた
場合はすぐに駆除

＊2か月間の設置：地上部の枯死
半年間の設置：根も枯死

③防除個体の処分
・防除個体を袋に入れ逸出
防止措置をとる

・適切な方法で処分する

④定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた場
合は駆除

POINT 茎や根茎はちぎれやすく再生能力が高いため、
毎年駆除する

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
春季（４～ 6月）または冬季（12～ 3月）。冬季は、霜により葉が枯死し、個体が縮小する可能
性があることや繁殖防止の観点から、春季の防除が効果的・効率的である。また、冬季は成長が
抑制され植被が縮小するため、効率的な防除が期待できる。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

開花・結実

光

抜 抜

抜 光：抜き取り、 ：遮光＊
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ミズヒマワリ
Gymnocoronis spilanthoides 
(D.Don ex Hook. et Arn.) DC.

特定外来生物
国：緊急対策外来種
県：重点対策外来種
（リスト p.24）

キク科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種（水生植物）との競合、水生動物の生
息環境悪化、通水阻害

クリーク、水路、河川多年生の抽水植物
成長が速く短期間でマット状に生育
茎の断片や葉片から再生・繁殖可能
種子繁殖を行う
アレロパシー活性を有する

花は咲き終わると
下向きになる

花（頭花）：直径約 1cm
花期：6～ 11月

節：水につかると根が出て
　　新たな茎が立ち上がる

高さ：0.5 ～ 1.5m

類似種との見分け方

ヌマダイコン

ミズヒマワリ

①毛はある

①葉の毛　　：ない
②葉の縁　　：低い鋸歯
③花の終わり：下を向く

　ミズヒマワリの花は、昆虫類（チョウ、
ハエ、アブ等）を非常に強く誘引するこ
とが知られている。また、花にピロリジ
ジンアルカロイドを含むことから、季節
による長距離移動（渡り）をするチョウ
として有名なアサギマダラが吸蜜するこ
とでも知られている。
　誘引力が強いミズヒマワリの繁茂は、
周辺の在来植物から訪花昆虫を奪うこと
になり、在来植物の受粉が十分に行われ
なくなる可能性があることが懸念されて
いる。外来種の影響は、直接的なものだ
けでなく、間接的に作用する場合もあり、
その影響の程度については注意深く見て
いく必要がある。

昆虫を引き寄せる魅惑の花

②粗い鋸歯

③下を向かない

① ②

③

防除方法

抜き取り
一般的に行われている防除方法であるが、ち
ぎれやすく取り残しが多いため、取り残しの
確認を行うことが重要

①防除の準備
・茎断片の拡散防止のため、
下流部にネット設置

②防除の実施
・最上流地点から始める
・根茎を丁寧に抜き取る

②’防除の実施（続）
・浮遊している茎断片や根
茎をたも網で除去

・ネット内の断片を回収

防除効果

費用・労力

その他

△

○

△

高い防除効果があるが、根茎が残って
いると再生する

重労働であり大面積での作業は困難

茎断片が流下して分布拡大しないよう
に注意する必要がある

遮光
遮光シートで覆い光合成を阻害することで枯
死させる方法

防除効果

費用・労力

その他

△

－

－

半年間で枯らすことができるとされて
いるが詳細は不明

遮光シートの購入が必要

大阪府立環境農林水産総合研究所の
ホームページに記載があるが、詳細
不明

①防除の実施
・遮光シートで個体全体を
覆う

＊遮光率 95％以上のもの
を使用する

②防除効果の確認
・設置から半年後に生死を
確認する

・枯死が確認された場合、
遮光シートを撤去する

③定期的なモニタリング
・新たな個体を見つけた
場合はすぐに駆除

＊2か月間の設置：地上部の枯死
半年間の設置：根も枯死

③防除個体の処分
・防除個体を袋に入れ逸出
防止措置をとる

・適切な方法で処分する

④定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた場
合は駆除

POINT 茎や根茎はちぎれやすく再生能力が高いため、
毎年駆除する

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
春季（４～ 6月）または冬季（12～ 3月）。冬季は、霜により葉が枯死し、個体が縮小する可能
性があることや繁殖防止の観点から、春季の防除が効果的・効率的である。また、冬季は成長が
抑制され植被が縮小するため、効率的な防除が期待できる。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

開花・結実

光

抜 抜

抜 光：抜き取り、 ：遮光＊
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ナルトサワギク
Senecio madagascariensis Poir.

特定外来生物
国：緊急対策外来種
県：重点対策外来種
（リスト p.24）

キク科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種との競合、家畜の中毒（ピロリジジン
アルカロイドを含む）

海岸埋立地、道端、荒地多年生の陸生植物
ほぼ周年開花し、10,000 粒以上結実する
埋土種子をほとんど形成しない
発芽後、6～ 10週で開花する
根茎が残っているとすぐに再生する
アレロパシー活性を有する

花期：ほぼ周年
花と果実が一緒につく

花（頭花）：約 2cm
舌状花はほぼ 13個

葉は細長く
多くの葉は微小な
鋸歯がある

高さ 30～ 70cm

一部の葉の根元は
茎を抱く

類似種との見分け方

サワギク
キクタニギクなど

葉は裂けた形

いいえ

はい

ノコンギク
シロヨメナなど

花の色

白色や青色など

黄色

オカオグルマ

葉に毛がある

キオン

舌状花の数

ほぼ１3個

５個程度

ナ
ル
ト
サ
ワ
ギ
ク

いいえ

はい

防除方法

抜き取り
最も効果的な防除方法。根茎を丁寧に抜き取
ることで、個体数（株数）を減らすことがで
きる

①防除の実施
・根茎が残っていると再生
してしまうため、丁寧に
抜き取る

②防除個体の処分
・抜き取り個体を袋に入れ
逸出防止措置をとる

・適切な方法で処分する

③定期的なモニタリング
・再生個体や新たな芽生え
が発生しなくなるまで複
数年間、①～②の作業を
繰り返す

POINT 通年開花・結実しているため、抜き取ったらすぐに袋に入れて
種子の逸出防止措置を取る

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

－

高い防除効果がある

多大な労力を必要とする
小面積地での作業に限られる

特になし

刈り取り
1 回だけの刈り取りはほとんど効果がないた
め、年に複数回実施する必要がある

防除効果

費用・労力

その他

○
○

○

△

年に複数回の実施で密度低下が期待
される

労力は少なくて済む
生育面積が広い場合に有効

在来種を一緒に刈り取ることで
悪影響を及ぼす

＊根は浅く、容易に抜くことができる

①防除の実施
・刈払機等を用いて地上部
を刈り取る

②防除個体の処分
・刈り取り個体を袋に入れ
て逸出防止措置をとる

・適切な方法で処分

③定期的なモニタリング
・再生個体の成長が早く、
結実する可能性が高い場
合は、再度刈り取りを行
う

POINT 高頻度の刈り取りを実施するため、在来種への影響
を慎重に見極める

＊場所、方法等によっては防除を実施することができない場合がある
　ため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
通年。夏季（7～ 9月）に成長が鈍化し枯死率が高くなる可能性があるとされるが、本県での実
状は不明であり今後の検証が必要である。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・成長は活発 ・成長は活発

開花・結実

刈

抜

・一部は枯死の可能性

抜 刈：抜き取り、 ：刈り取り＊
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ナルトサワギク
Senecio madagascariensis Poir.

特定外来生物
国：緊急対策外来種
県：重点対策外来種
（リスト p.24）

キク科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種との競合、家畜の中毒（ピロリジジン
アルカロイドを含む）

海岸埋立地、道端、荒地多年生の陸生植物
ほぼ周年開花し、10,000 粒以上結実する
埋土種子をほとんど形成しない
発芽後、6～ 10週で開花する
根茎が残っているとすぐに再生する
アレロパシー活性を有する

花期：ほぼ周年
花と果実が一緒につく

花（頭花）：約 2cm
舌状花はほぼ 13個

葉は細長く
多くの葉は微小な
鋸歯がある

高さ 30～ 70cm

一部の葉の根元は
茎を抱く

類似種との見分け方

サワギク
キクタニギクなど

葉は裂けた形

いいえ

はい

ノコンギク
シロヨメナなど

花の色

白色や青色など

黄色

オカオグルマ

葉に毛がある

キオン

舌状花の数

ほぼ１3個

５個程度

ナ
ル
ト
サ
ワ
ギ
ク

いいえ

はい

防除方法

抜き取り
最も効果的な防除方法。根茎を丁寧に抜き取
ることで、個体数（株数）を減らすことがで
きる

①防除の実施
・根茎が残っていると再生
してしまうため、丁寧に
抜き取る

②防除個体の処分
・抜き取り個体を袋に入れ
逸出防止措置をとる

・適切な方法で処分する

③定期的なモニタリング
・再生個体や新たな芽生え
が発生しなくなるまで複
数年間、①～②の作業を
繰り返す

POINT 通年開花・結実しているため、抜き取ったらすぐに袋に入れて
種子の逸出防止措置を取る

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

－

高い防除効果がある

多大な労力を必要とする
小面積地での作業に限られる

特になし

刈り取り
1 回だけの刈り取りはほとんど効果がないた
め、年に複数回実施する必要がある

防除効果

費用・労力

その他

○
○

○

△

年に複数回の実施で密度低下が期待
される

労力は少なくて済む
生育面積が広い場合に有効

在来種を一緒に刈り取ることで
悪影響を及ぼす

＊根は浅く、容易に抜くことができる

①防除の実施
・刈払機等を用いて地上部
を刈り取る

②防除個体の処分
・刈り取り個体を袋に入れ
て逸出防止措置をとる

・適切な方法で処分

③定期的なモニタリング
・再生個体の成長が早く、
結実する可能性が高い場
合は、再度刈り取りを行
う

POINT 高頻度の刈り取りを実施するため、在来種への影響
を慎重に見極める

＊場所、方法等によっては防除を実施することができない場合がある
　ため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
通年。夏季（7～ 9月）に成長が鈍化し枯死率が高くなる可能性があるとされるが、本県での実
状は不明であり今後の検証が必要である。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・成長は活発 ・成長は活発

開花・結実

刈

抜

・一部は枯死の可能性

抜 刈：抜き取り、 ：刈り取り＊
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コウガイセキショウモ
Vallisneria × pseudorosulata S. Fujii et M. Maki

国：重点対策外来種
県：重点対策外来種
（リスト p.24）

トチカガミ科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種（水生植物）との競合、在来種（セキショ
ウモ）との交雑

河川、クリーク、水路、ため池多年生の沈水植物
走出枝を水底の地中に伸ばして分布を拡大
密に群生する

先端は円筒
先端のみに微細鋸歯がある

雌株しか確認されて
いない
花期：10～ 11月

走出枝を伸ばして
次々と子株を増やす

茎は木質化し
15㎝程度伸長する

長さ：最大 70cm
幅　：3～ 13mm

類似種との見分け方

セキショウモ

コウガイセキショウモ

①落葉性

①常緑性
②葉の先端は円筒
③茎は木質化し　
　伸長する

　コウガイセキショウモは、在来種のコ
ウガイモと外来種のセイヨウセキショウ
モとの雑種を起源とする外来水草であ
り、2016年に新分類群として記載され
た。コウガイセキショウモは、国内で交
雑したものではなく、国外で交雑した個
体が、セイヨウセキショウモと混同され
て観賞用水草として流通し、それが逸出
したと考えられている。
　コウガイセキショウモは、様々な地域
で絶滅危惧種となっているセキショウモ
と誤認されることが多く、在来種の復活
事例として報告されることがある紛らわ
しい水草の一つである。そのため、在来
種を適切に保全するためにも、コウガイ
セキショウモをきちんと見分けられるよ
うになることが大切である。

紛らわしい外来水草

②鋭頭

③茎は木質化・　
　伸長しない

①

②

③

防除方法

抜き取り
一般的に行われている防除方法であるが、ち
ぎれやすく取り残しが多いため、取り残しの
確認を行うことが重要

①防除の準備
・茎断片の拡散防止のため、
下流部にネット設置

②防除の実施
・最上流地点から始める
・根茎を丁寧に抜き取る
＊在来水草を抜き取らない
ように注意する

②’防除の実施（続）
・浮遊している茎断片や根
茎をたも網で除去

・ネット内の断片を回収

防除効果

費用・労力

その他

△

○

△

高い防除効果があるが、根茎が残って
いると再生する

重労働であり大面積での作業は困難

茎断片が流下して分布拡大しないよう
に注意する必要がある

水堀り
ポンプの水流により除去する方法。一般的に
農作物の収穫に用いられているが、外来水草
の防除にも応用されつつある

防除効果

費用・労力

その他

△

◎

×

高い防除効果が期待される

大型のコンプレッサーが必要であり、
費用・労力が大である

農業用エンジンポンプを利用した手法
の開発が進んでいるが、現時点では未
確立である

①作業の準備及び防除の
実施

・下流部にネットを設置
・根茎を丁寧に掘り取る

②防除効果の処分
・ネットごと防除個体を回
収し、適切な方法で処分
する

③定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた
場合はすぐに駆除

＊水堀りは、抜き取りに比べて、茎や根茎がちぎれにくい傾向があり、
　断片拡散による分布拡大のリスクが低いと考えられる

③防除個体の処分
・防除個体を袋に入れ逸出
防止措置をとる

・適切な方法で処分する

④定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた場
合は駆除

POINT 茎や根茎はちぎれやすく再生能力が高いため、
毎年駆除する

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
冬季（12～ 3月）。冬季は類似した在来種の大部分の葉が枯れているため、本種だけを確実に防
除することが可能である。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

開花

水

抜

抜 水：抜き取り、 ：水堀り＊

60



コウガイセキショウモ
Vallisneria × pseudorosulata S. Fujii et M. Maki

国：重点対策外来種
県：重点対策外来種
（リスト p.24）

トチカガミ科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種（水生植物）との競合、在来種（セキショ
ウモ）との交雑

河川、クリーク、水路、ため池多年生の沈水植物
走出枝を水底の地中に伸ばして分布を拡大
密に群生する

先端は円筒
先端のみに微細鋸歯がある

雌株しか確認されて
いない
花期：10～ 11月

走出枝を伸ばして
次々と子株を増やす

茎は木質化し
15㎝程度伸長する

長さ：最大 70cm
幅　：3～ 13mm

類似種との見分け方

セキショウモ

コウガイセキショウモ

①落葉性

①常緑性
②葉の先端は円筒
③茎は木質化し　
　伸長する

　コウガイセキショウモは、在来種のコ
ウガイモと外来種のセイヨウセキショウ
モとの雑種を起源とする外来水草であ
り、2016年に新分類群として記載され
た。コウガイセキショウモは、国内で交
雑したものではなく、国外で交雑した個
体が、セイヨウセキショウモと混同され
て観賞用水草として流通し、それが逸出
したと考えられている。
　コウガイセキショウモは、様々な地域
で絶滅危惧種となっているセキショウモ
と誤認されることが多く、在来種の復活
事例として報告されることがある紛らわ
しい水草の一つである。そのため、在来
種を適切に保全するためにも、コウガイ
セキショウモをきちんと見分けられるよ
うになることが大切である。

紛らわしい外来水草

②鋭頭

③茎は木質化・　
　伸長しない

①

②

③

防除方法

抜き取り
一般的に行われている防除方法であるが、ち
ぎれやすく取り残しが多いため、取り残しの
確認を行うことが重要

①防除の準備
・茎断片の拡散防止のため、
下流部にネット設置

②防除の実施
・最上流地点から始める
・根茎を丁寧に抜き取る
＊在来水草を抜き取らない
ように注意する

②’防除の実施（続）
・浮遊している茎断片や根
茎をたも網で除去

・ネット内の断片を回収

防除効果

費用・労力

その他

△

○

△

高い防除効果があるが、根茎が残って
いると再生する

重労働であり大面積での作業は困難

茎断片が流下して分布拡大しないよう
に注意する必要がある

水堀り
ポンプの水流により除去する方法。一般的に
農作物の収穫に用いられているが、外来水草
の防除にも応用されつつある

防除効果

費用・労力

その他

△

◎

×

高い防除効果が期待される

大型のコンプレッサーが必要であり、
費用・労力が大である

農業用エンジンポンプを利用した手法
の開発が進んでいるが、現時点では未
確立である

①作業の準備及び防除の
実施

・下流部にネットを設置
・根茎を丁寧に掘り取る

②防除効果の処分
・ネットごと防除個体を回
収し、適切な方法で処分
する

③定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた
場合はすぐに駆除

＊水堀りは、抜き取りに比べて、茎や根茎がちぎれにくい傾向があり、
　断片拡散による分布拡大のリスクが低いと考えられる

③防除個体の処分
・防除個体を袋に入れ逸出
防止措置をとる

・適切な方法で処分する

④定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた場
合は駆除

POINT 茎や根茎はちぎれやすく再生能力が高いため、
毎年駆除する

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
冬季（12～ 3月）。冬季は類似した在来種の大部分の葉が枯れているため、本種だけを確実に防
除することが可能である。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

開花

水

抜

抜 水：抜き取り、 ：水堀り＊
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ホテイアオイ
Eichhornia crassipes (Mart.) Solms

国：重点対策外来種
世界ワースト 100
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.25）

ミズアオイ科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種（水生植物）との競合、水生動物の
生息環境悪化、通水阻害、水質悪化

河川、クリーク、水路、ため池、湖沼多年生の浮遊植物
冬季は葉が枯れるが完全には枯死しない
走出枝を伸ばして増殖し水面を覆いつくす
アレロパシー活性を有する
放花昆虫が少なく結実率は低い
種子の寿命は 14～ 20年以上

走出枝を伸ばして
次々と子株を増やす

花期：8～ 10月
１枚の花びら（上側の花被片）
に黄色い模様

高さ：10～ 80cm

密生時、葉のつけ根
は膨らまない

葉のつけ根が膨らんで
浮き袋になる

類似種との見分け方

ホテイアオイ

アメリカコナギ（外来種）

コナギ

ミズアオイ

①花の模様：黄色の模様
②花　　　：花序をつける
③花の位置：葉より上
④葉　　　：付け根が膨らむ

①模様なし ②単花
③葉と同じ

④膨らまない

①模様なし ②花序
③葉より下

④膨らまない

①模様なし ②花序
③葉より上

④膨らまない

① ②

③

防除方法

水揚げ
浮遊植物の防除に一般的に用いられている方
法であり、たも網などを使って除去する

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

－

高い防除効果がある

多大な労力を要する
小面積の防除に有効

特になし

①防除の実施
・たも網等を用いて人力で
除去する

②防除個体の処分
・逸出防止措置を取り、
適切な方法で処分する

③定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた
場合は駆除

POINT 種子寿命が長いことから、長期的な監視及び駆除が必要である

＊必要に応じて、下流部に拡散防止用のネットを設置する

駆除だけでなく、啓発に力を入れることが重要

　ホテイアオイは、その侵略性の強さから、国際自然保護連合（IUCN）や日本生態
学会から世界及び日本の侵略的外来種ワースト 100に、国から重点対策外来種に選定
されている。しかし、既に広範囲にまん延しているため指定の緊急性は低いなどの事
情により、特定外来生物には指定されていない。現在でも、流通・販売・栽培等は禁
止されていないため、人が遺棄したと思われる事例が後を絶たない。こういった状況
を打破するために、佐賀県等の一部の自治体は、条例で野外に放つこと等を規制して
いるが、流通や栽培自体は禁止されていない。そのため、外来種被害予防三原則（p.8
参照）の啓発に力を入れることで、新たな逸出を防止することが重要である。

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
春季の防除は、繁殖防止の観点からだけでなく、冬季に葉が枯れることから、効率的な駆除が可
能である。ただし、枯死個体が悪臭や水質悪化の原因となるため、特に民家の近くでは、秋季の
防除も実施することが望ましい。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・枯死の発生

開花・結実

揚 揚

揚：水揚げ＊
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ホテイアオイ
Eichhornia crassipes (Mart.) Solms

国：重点対策外来種
世界ワースト 100
日本ワースト 100
県：重点対策外来種
（リスト p.25）

ミズアオイ科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種（水生植物）との競合、水生動物の
生息環境悪化、通水阻害、水質悪化

河川、クリーク、水路、ため池、湖沼多年生の浮遊植物
冬季は葉が枯れるが完全には枯死しない
走出枝を伸ばして増殖し水面を覆いつくす
アレロパシー活性を有する
放花昆虫が少なく結実率は低い
種子の寿命は 14～ 20年以上

走出枝を伸ばして
次々と子株を増やす

花期：8～ 10月
１枚の花びら（上側の花被片）
に黄色い模様

高さ：10～ 80cm

密生時、葉のつけ根
は膨らまない

葉のつけ根が膨らんで
浮き袋になる

類似種との見分け方

ホテイアオイ

アメリカコナギ（外来種）

コナギ

ミズアオイ

①花の模様：黄色の模様
②花　　　：花序をつける
③花の位置：葉より上
④葉　　　：付け根が膨らむ

①模様なし ②単花
③葉と同じ

④膨らまない

①模様なし ②花序
③葉より下

④膨らまない

①模様なし ②花序
③葉より上

④膨らまない

① ②

③

防除方法

水揚げ
浮遊植物の防除に一般的に用いられている方
法であり、たも網などを使って除去する

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

－

高い防除効果がある

多大な労力を要する
小面積の防除に有効

特になし

①防除の実施
・たも網等を用いて人力で
除去する

②防除個体の処分
・逸出防止措置を取り、
適切な方法で処分する

③定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた
場合は駆除

POINT 種子寿命が長いことから、長期的な監視及び駆除が必要である

＊必要に応じて、下流部に拡散防止用のネットを設置する

駆除だけでなく、啓発に力を入れることが重要

　ホテイアオイは、その侵略性の強さから、国際自然保護連合（IUCN）や日本生態
学会から世界及び日本の侵略的外来種ワースト 100に、国から重点対策外来種に選定
されている。しかし、既に広範囲にまん延しているため指定の緊急性は低いなどの事
情により、特定外来生物には指定されていない。現在でも、流通・販売・栽培等は禁
止されていないため、人が遺棄したと思われる事例が後を絶たない。こういった状況
を打破するために、佐賀県等の一部の自治体は、条例で野外に放つこと等を規制して
いるが、流通や栽培自体は禁止されていない。そのため、外来種被害予防三原則（p.8
参照）の啓発に力を入れることで、新たな逸出を防止することが重要である。

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
春季の防除は、繁殖防止の観点からだけでなく、冬季に葉が枯れることから、効率的な駆除が可
能である。ただし、枯死個体が悪臭や水質悪化の原因となるため、特に民家の近くでは、秋季の
防除も実施することが望ましい。

4月 12月11月10月9月8月7月6月5月 1月 2月 3月

・枯死の発生

開花・結実

揚 揚

揚：水揚げ＊
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ボタンウキクサ
Pistia stratiotes L.

特定外来生物
国：緊急対策外来種

日本ワースト 100
県：重点対策外来種

（リスト p.25）

サトイモ科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種（水生植物）との競合、水生動物の生
息環境悪化、通水阻害、水質悪化

クリーク、水路、河川、ため池多年生の浮遊植物
耐寒性は低く、冬季に枯死が発生する
水温 10℃（平均水温 12℃）以上で越冬可能
栄養繁殖が旺盛で水面を覆いつくす
種子繁殖を行ない埋土種子を形成する
アレロパシー活性を有する

葉の長さ：10 ～ 30cm
葉の幅　：5 ～ 20cm

花期：7 ～ 10 月

走出枝を放射状に伸ばして
増殖する

最大約 30 ㎝

葉柄はない
ビロード状の短い毛が密生し、
水をはじく

類似種との見分け方

ホテイアオイ（外来種）

ボタンウキクサ

①

①葉に毛：ある
②葉柄　：ない
③花の色：白色

　ボタンウキクサは、1920 年代に観賞
用水草として持ち込まれたが、侵略的外
来種として問題化したのは 1990 年代
からである。それぞれの年代に持ち込ま
れたボタンウキクサには形態的な差異が
あるとされており（岡田ら 2007、 
2009）、別系統のボタンウキクサが新
たに侵入したことで問題が生じるように
なったと考えられている。
　同様の事例は、害虫のタバココナジラ
ミなどでも指摘されており、現在問題に
なっていない外来種であっても、別系統
の個体が新たに侵入することで問題化す
る可能性がある。そのため、すでに定着
している外来種であっても、新たな個体
の侵入を防止することは重要な意味をも
つといえる。

異なる系統の侵入と侵略性

②

③

①

②
③

①葉に毛：なし
②葉柄　：膨らむ
③花の色：紫色

防除方法

水揚げ
浮遊植物の防除に一般的に用いられている方
法であり、たも網などを使って除去する

①防除の実施
・たも網等を用いて人力で

除去する

②防除個体の処分
・逸出防止措置を取り、

適切な方法で処分する

③定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた

場合は駆除

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

－

高い防除効果がある

多大な労力を要する
小面積の防除に有効

特になし

早期摘み取り
新たに芽生えた個体を早期に除去することで
大繁茂を抑える方法

防除効果

費用・労力

その他

○

◎

△

高い防除効果がある

労力は少なくて済む

越冬可能な場所では、水揚げによる
密度低下を先に行う必要がある

①防除の実施
・4 ～ 5cm の発芽個体を

見つけて除去する

②防除個体の処分
・逸出防止措置を取り、

適切な方法で処分する

③定期的なモニタリング
・新たな個体を見つけた

場合はすぐに駆除

POINT 再生個体及び新たな芽生えが発生しなくなるまで、
長期的な監視及び駆除が必要である

＊必要に応じて、下流部に拡散防止用のネットを設置する

POINT 新たな芽生えが発生しなくなるまで、長期的な監視
及び駆除が必要である

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
冬季または初夏。耐寒性が低く冬季に枯死が発生した後に水揚げをするのが効率的な方法である。
また、早期摘み取りを行う場合は、発芽時期である 6 ～ 7 月に実施する。

4 月 12 月11 月10 月9 月8 月7 月6 月5 月 1 月 2 月 3 月

開花・結実

摘

揚

・枯死の発生

発芽

揚 摘：水揚げ、 ：早期摘み取り＊
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ボタンウキクサ
Pistia stratiotes L.

特定外来生物
国：緊急対策外来種

日本ワースト 100
県：重点対策外来種

（リスト p.25）

サトイモ科

生態的特徴

影響・被害

生育環境

在来種（水生植物）との競合、水生動物の生
息環境悪化、通水阻害、水質悪化

クリーク、水路、河川、ため池多年生の浮遊植物
耐寒性は低く、冬季に枯死が発生する
水温 10℃（平均水温 12℃）以上で越冬可能
栄養繁殖が旺盛で水面を覆いつくす
種子繁殖を行ない埋土種子を形成する
アレロパシー活性を有する

葉の長さ：10 ～ 30cm
葉の幅　：5 ～ 20cm

花期：7 ～ 10 月

走出枝を放射状に伸ばして
増殖する

最大約 30 ㎝

葉柄はない
ビロード状の短い毛が密生し、
水をはじく

類似種との見分け方

ホテイアオイ（外来種）

ボタンウキクサ

①

①葉に毛：ある
②葉柄　：ない
③花の色：白色

　ボタンウキクサは、1920 年代に観賞
用水草として持ち込まれたが、侵略的外
来種として問題化したのは 1990 年代
からである。それぞれの年代に持ち込ま
れたボタンウキクサには形態的な差異が
あるとされており（岡田ら 2007、 
2009）、別系統のボタンウキクサが新
たに侵入したことで問題が生じるように
なったと考えられている。
　同様の事例は、害虫のタバココナジラ
ミなどでも指摘されており、現在問題に
なっていない外来種であっても、別系統
の個体が新たに侵入することで問題化す
る可能性がある。そのため、すでに定着
している外来種であっても、新たな個体
の侵入を防止することは重要な意味をも
つといえる。

異なる系統の侵入と侵略性

②

③

①

②
③

①葉に毛：なし
②葉柄　：膨らむ
③花の色：紫色

防除方法

水揚げ
浮遊植物の防除に一般的に用いられている方
法であり、たも網などを使って除去する

①防除の実施
・たも網等を用いて人力で

除去する

②防除個体の処分
・逸出防止措置を取り、

適切な方法で処分する

③定期的なモニタリング
・再生個体の有無を確認
・新たな個体を見つけた

場合は駆除

防除効果

費用・労力

その他

△
△

◎

－

高い防除効果がある

多大な労力を要する
小面積の防除に有効

特になし

早期摘み取り
新たに芽生えた個体を早期に除去することで
大繁茂を抑える方法

防除効果

費用・労力

その他

○

◎

△

高い防除効果がある

労力は少なくて済む

越冬可能な場所では、水揚げによる
密度低下を先に行う必要がある

①防除の実施
・4 ～ 5cm の発芽個体を

見つけて除去する

②防除個体の処分
・逸出防止措置を取り、

適切な方法で処分する

③定期的なモニタリング
・新たな個体を見つけた

場合はすぐに駆除

POINT 再生個体及び新たな芽生えが発生しなくなるまで、
長期的な監視及び駆除が必要である

＊必要に応じて、下流部に拡散防止用のネットを設置する

POINT 新たな芽生えが発生しなくなるまで、長期的な監視
及び駆除が必要である

＊漁業権漁場では、漁業協同組合と十分に相談の上で計画する。
　また、場所、方法等によっては防除を実施することができない場合が
　あるため、福岡県環境部自然環境課または各市町村に問い合わせる

防除に適した時期
冬季または初夏。耐寒性が低く冬季に枯死が発生した後に水揚げをするのが効率的な方法である。
また、早期摘み取りを行う場合は、発芽時期である 6 ～ 7 月に実施する。

4 月 12 月11 月10 月9 月8 月7 月6 月5 月 1 月 2 月 3 月

開花・結実

摘

揚

・枯死の発生

発芽

揚 摘：水揚げ、 ：早期摘み取り＊
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用語集

■生物多様性

　生物や生態系の豊かさを包括的に表す概念。生物多様性条約では、生態系の多様性・種の多様性・

遺伝子の多様性という 3 つのレベルで多様性があると定義。

■外来種

　自然分布域（その生物が本来有する能力で移動できる範囲により定まる地域）を超えて意図的・

非意図的を問わず、人間活動によって持ち込まれた生物。

■侵略的外来種

　外来種のうち、生態系、人の生命または身体、農林水産業などへの被害を及ぼすまたは及ぼすお

それがあるもの。

■国外由来の外来種

　海外から導入され、国内に自然分布域を有していない外来種。アライグマ、オオクチバス、ブラ

ジルチドメグサなど、多くの外来種が該当。

■国内由来の外来種

　国内に自然分布域を有しているが、その自然分布域を超えて国内の他地域に導入された外来種。

福岡県では、イチモンジタナゴやオオバヤシャブシなどが該当。イチモンジタナゴは、濃尾平野か

ら近畿地方に自然分布域を有するが、アユ種苗への混入や意図的な放流などにより導入され定着し

ている。オオバヤシャブシの自然分布域は、福島県から和歌山県の太平洋側であるが、緑化植物と

して導入され植栽地域から分布を拡大している。

■特定外来生物

　特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律（外来生物法）により、生態系や人

の生命・身体、農林水産業への被害を防止するために指定された外来種。無許可での飼育・栽培、

保管、生きたままの運搬、放流・放逐、許可を受けていない者への譲渡し・販売、輸入などが禁止

されている。令和 2（2020）年 11 月時点で、156 種類の動植物が特定外来生物に指定されている。

■世界の侵略的外来種ワースト100

　国際自然保護連合（IUCN）の種の保全委員会侵入種専門家グループ（ISSG）が、「生物多様性

及び人間活動に対する深刻な影響」、「生物学的侵入の重要な典型事例」の二つの基準によって選

定した侵略的外来種 100 種（2000 年公表、2013 年改訂）。正式名称は「100 of the World's 

Worst Invasive Alien Species」。

■日本の侵略的外来種ワースト100

　日本生態学会の「外来種ハンドブック」編集委員会が、特に影響が大きいと考えられる侵略的外

来種として選定した 100 種（2002 年作成）。すでに国内で大きな影響がある種だけでなく、海外

で大きな影響が知られているもの、生態的な特性から大きな影響が予測できるものが含まれる。

■定着

　外来種が新しい生息地において、継続的に生存可能な子孫をつくることに成功する過程のこと。

■防除

　外来種対策として実施する捕獲、採取または殺処分、被害防止・予防措置の実施など。特に外来

生物法や特定外来生物被害防止基本方針等で用いられている語。

■駆除

　外来種を生息地から取り除くこと。外来種防除における捕獲、殺処分、抜き取りなどを指す。
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■環境的防除

　外来種の生息・生育や繁殖に適さない環境に改変させることで防除する手法。外来動物における

餌や巣材料などの適切な管理、外来植物における生育抑制のための木陰の創出、外来水生植物にお

ける水路の流速増大などが該当する。また、農業において用いられる耕種的防除法のうち、病害虫

の発生源となる雑草の駆除、栽培施設内の温湿度管理による病害虫発生抑制、耕起や水管理などの

耕種操作や輪作による雑草・病害虫の発生抑制など、様々な手法が環境的防除として位置づけられ

る。

■物理的防除

　物理的に外来種を捕獲、駆除、誘引、忌避、侵入防止することで防除する手法。わな（トラップ）

を使用した動物の捕獲、抜取りや刈取りによる植物の駆除、熱や火を用いた殺菌消毒、青色蛍光灯

や誘蛾灯を用いた夜行性昆虫の誘引、黄色粘着トラップを用いた昼行性昆虫の誘引、近紫外線除去

フィルムを用いた昆虫類の忌避または病害の発生抑制、ビニールシート被覆や除草シートを用いた

植物の発生抑制、柵の設置や防虫ネットを使用した動物の侵入防止など、様々な手法がある。

■生物的防除

　天敵生物の使用や病原菌の塗布などによって、特定の外来種を防除する手法。残留毒性が低いこ

とや防除効果が持続するなどの長所がある一方、その効果は外来種密度を低下させるにとどまるこ

とや効果が現れるのが遅いなどの特徴がある。また、外来種を天敵生物として利用する場合は、周

辺生態系に悪影響が及ぶ可能性もある。

■化学的防除

　農薬、除草剤、殺虫剤、誘引剤などの化学薬剤を使用して外来種を防除する手法。防除効果は高

く即効性があり、近年では特定外来生物アルゼンチンアリの地域根絶例が報告されている。一方、

薬剤による在来生物への影響や薬剤抵抗性生物が出現する可能性があるなどの課題もある。

■飼養等

　外来生物法において、「飼養、栽培、保管または運搬」と定義されている。

■錯誤捕獲

　捕獲対象以外の鳥獣が誤って捕獲されること。

■純淡水魚

　一生を淡水域のみで生活し、海域に移動しない魚。

■側線

　魚類が水中で水圧、水流、水の振動などの変化を感じとるための器官。

■卵のう

　複数の卵を包んでいる丈夫な袋状のもの。卵を外敵から保護したり、他物に付着させて固定した

りする役割がある。

■節

　葉のつく茎の部分。節と節の間を節間という。

■アレロパシー（他感作用）

　植物、微生物、動物などの生物が個体外に放出する化学物質が、同種の生物を含む他の生物個体

における発生、生育、行動、栄養状態、健康状態、繁殖力、個体数、あるいはこれらの要因となる

生理・生化学的機構に対して、何らかの作用や変化を引き起こす現象。しかし、厳密な定義は不確

定で、高等植物間の阻害的作用という狭義的な意味で使われることが多い。
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■栄養繁殖

　植物の生殖の様式の一つ。胚・種子を経由せずに根・茎・葉などの栄養器官から、次の世代の植

物が繁殖する無性生殖。塊茎、球茎、鱗茎、根茎、匍匐枝、走出枝、むかごなどがある。

■根茎

　地下茎（地表面より下にある茎）のうち、球茎、塊茎、鱗茎などの特殊な茎以外のもの。

■塊茎

　不定形に肥大した地下茎。ジャガイモなど。

■抽水植物

　水生植物のうち、水底に根を張り、茎の下部は水中にあるが、少なくとも茎や葉の一部が水面を

突き抜けて空気中に出る植物。ヨシやガマなど。

■浮遊植物

　水生植物のうち、根が水底に固着せずに水面または水中を浮遊する植物。水面上を浮遊する種と

してはウキクサやホテイアオイなど、水中を浮遊する種としてはムジナモやタヌキモなど。

■浮葉植物

　水生植物のうち、水底に根を張り、水底から茎や葉柄が伸びて水面に浮く葉を展開する植物。ヒ

シやアサザ、オニバスなど。

■沈水植物

　水生植物のうち、植物体全体が水中に沈んで成長する植物。クロモやミズオオバコなど。

■埋土種子

　発芽力を保持したまま、土の中で休眠状態にある種子。埋土種子の寿命が１年程度のものを一時

的埋土種子、それ以上のものを永続的埋土種子という。

■ロゼット葉

　地表に密着してバラの花弁のように放射状に重なり合ってつき、冬にも枯死することなく越冬す

る葉。ロゼット葉の集合を「ロゼット」という。

■走出枝

　主茎の基部の節から出て地表を水平方向に伸びる枝。節には小型の葉がつくが根を下ろさず、先

端の芽からだけ子株をつくる。
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